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（公開用 会議録と一部異なる部分があります。） 

平成 25年第４回設楽町議会定例会（第１日）会議録 

 

平成 25 年 12 月５日、午前９時 00 分、第４回設楽町議会定例会（第１日）が設楽町

役場議場に招集された。 

 

１ 出席議員は次のとおりである。 

 １ 金田敏行  ２ 金田文子  ３ 松下好延 

 ４ 夏目忠昭  ５ 渡邉勲  ６ 村松修 

 ７ 鈴木藤雄  ８ 伊藤武  ９ 熊谷勝 

 10 田中邦利  11 土屋浩  12 山口伸彦 

２ 欠席議員は次のとおりである。 

なし 

３ 地方自治法第121条の規定により説明のため会議に出席したものは次のとおりで

ある。 

町長 横山光明 副町長 佐々木孝 

教育長 後藤義男  

総務課長 原田和久 出納室長 後藤義己 

企画課長兼税務課長   原田利一 ダム対策室長 冨安正裕 

津具総合支所長 佐々木義典  生活課長補佐 園原克幸 

建設課長 原田直幸 町民課長 鈴木伸勝 

教育課長 鈴木正吾  産業課長 澤田周蔵  

保健福祉センター所長 片桐洋人    

４ 議会事務局出席職員名 

 事務局長  佐々木輝 

５ 本会議の書記は次のとおりである。 

 書記    金田美咲 

６ 議事日程 

 日程第１  会議録署名議員の指名について 

 日程第２  会期の決定について 

 日程第３  諸般の報告 

 日程第４  行政報告 

 日程第５  一般質問 

    １ 渡邉勲議員 

        (1)タウンセールス、タウンプロモーションについて 

 (2)学校及び保育園側と保護者とのトラブルの解決方法について 

    ２ 金田敏行議員 

        (1)平成 25年度設楽町防災訓練会について 
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       (2)学校教育のＩＴ化授業について 

    ３ 夏目忠昭議員 

        (1) 新庁舎開業に伴う職員意識改革の実行について 

    ４ 金田文子議員 

        (1)「中学生議会」の実現 

       (2)高齢者・障碍者福祉関係事業者の育成 

    (3)「ふるさと納税」制度の積極的活用 

    ５ 田中邦利議員 

        (1)町長選挙結果について 

        (2)高齢者の買い物支援について 

 

日程第６ 報告第 12号 

 専決処分の報告について 

日程第７ 議案第 76号 

 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

日程第８ 議案第 77号 

  設楽町省エネルギー及び再生可能エネルギー基本条例について 

日程第９ 議案第 78号 

  設楽町の事務所の位置を定める条例の一部を改正する条例について 

日程第 10 議案第 79号 

 設楽町児童館条例の一部を改正する条例について 

日程第 11 議案第 80号 

 設楽町図書館条例の一部を改正する条例について 

日程第 12 議案第 81号 

 設楽町国民健康保険条例等の一部を改正する条例について 

日程第 13 議案第 82号 

 平成 25年度設楽町一般会計補正予算（第３号） 

日程第 14 議案第 83号 

  平成 25年度設楽町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第 15 議案第 84号 

 平成 25年度設楽町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第 16 議案第 85号 

  平成 25年度設楽町後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第 17 議案第 86号 

  平成 25年度設楽町簡易水道等特別会計補正予算（第３号） 

日程第 18 議案第 87号 

  平成 25年度設楽町農業集落排水特別会計補正予算（第２号） 

日程第 19 議案第 88号 
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  平成 25年度設楽町町営バス特別会計補正予算（第１号） 

日程第 20 議案第 89号 

 平成 25年度設楽町情報ネットワーク特別会計補正予算（第２号） 

 

会 議 録 

開会 午前９時 00分 

議長 おはようございます。定刻に皆さんお集まりいただきまして、ありがとうござ

いました。ただいまの出席議員は 12 名です。定足数に達していますので、平成

25年第４回設楽町議会定例会（第１日）を開会します。 

   なお、半世紀近く続きましたこの庁舎におけます最後の議会の審議となると思

います。長い歴史を十分かみしめながら有終の美を議員各位それぞれ自覚をし、

責任を持ってよりよい審議をしていただきたいと思います。それでは、開会いた

します。 

   これから、本日の会議を開きます。本定例会の議会運営並びに、本日の議事日

程を、議会運営委員長より報告願います。 

８伊藤 平成 25 年第４回定例会第１日の運営について、12 月２日に議会運営委員会

を開催し、審査した結果を報告します。日程第１、日程第２は、従来どおりです。  

日程第３、諸般の報告は、議長より、議員派遣、例月出納検査結果、陳情書等の

取り扱いについての報告があります。日程第４、行政報告は、町長より報告があ

ります。日程第５、一般質問は、本日５名が一般質問を行います。質問は受付順

で、質問時間は答弁を含めて 50分以内です。 

   本日提案されている案件は、町長提出 15件です。日程第６、報告第 12号から

順次１件ごとに上程します。日程第 10、議案第 79号から、日程第 11、認定第 80

号までの２議案と、日程第 13、議案第 82号から、日程第 20、議案第 89号までの

８議案は、一括上程とします。以上です。 

議長 ただいま、議会運営委員長から報告のありました日程で、議事を進めてまいり

ますのでよろしくお願いいたます。 

   なお、生活課長より欠席の申し出がありましたので、本日園原補佐が出席して

おりますので御承知おきいただきたいと思います。 

                                       

 

議長 日程第１「会議録署名議員の指名について」を、議題とします。本定例会の会

議録署名議員は、会議規則第 127条の規定によって、９番熊谷勝君及び 10番田中

邦利君を指名します。 

                                        

 

議長 日程第２「会期の決定について」を、議題とします。お諮りします。本定例会

の会期は、本日 12月５日から 12月 19日までの 15日間としたいと思います。御
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異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長 異議なしと認めます。会期は、本日 12月５日から 12月 19日までの 15日間と

決定いたしました。 

                                       

 

議長  日程第３「諸般の報告」を、行います。議長として、例月出納検査結果、議員

派遣、陳情書の取り扱いについての報告をします。 

   監査委員より地方自治法第 235条の２第３項の規定により例月出納検査の結果

について、平成 25 年度の 10 月分の結果報告が出ております。事務局で保管をし

ていますので、必要な方は閲覧をお願いいたします。 

   議員派遣について、会議規則第 129条第１項のただし書きの規定により、議員

派遣を別紙のとおり報告いたします。 

   次に、陳情の取扱いについて、お手元の議事日程にとじ込みで配布してありま

すとおり、陳情５件、要望１件を受理しております。議会運営委員会にお諮りし

た結果､陳情の受理番号第８号から第 12 号は、議長預かり、要望の受理番号第

２号は、議長預かりと決定しました。以上で、諸般の報告を終わります。 

                                        

 

議長 日程第４「行政報告」を行います。町長から、行政報告の申し出がありました

ので、これを許します。   

町長 皆さん、おはようございます。12月定例議会にあたりまして、議員全員の御出

席をいただきました。大変御苦労さまでございます。 

   いよいよ師走に入りまして、朝夕はめっきり寒くなってまいりました。 

   こうした中、国におきましては、景気が徐々に回復傾向にあるとはいえ、ＴＰ

Ｐ問題や、領土問題から端を発しています中国の防空識別圏問題、また衆議院で

採決をし、現在参議院で審議中の特定秘密保護法案など、大変騒がしい年の暮れ

を迎えているところでもございます。 

   一方、本町におきましては、12 月 21 日に待望の新庁舎の落成式を挙行いたし

まして、年末年始に引っ越しを行い、翌１月６日の新庁舎開庁を迎えようとして

おります。 

   本 12 月議会でもって、この役場議場での議会は最後となるわけでして、本議

場の歴史にまた一つ足跡を残すこととなります。 

   本議場開場以来、55年の歴史ある神聖なこの場所において、町政をつかさどっ

てきた多くの諸先輩の方々に敬意を払うとともに、この議場での最後の議会審議

に臨んでまいりたいと思っております。 

   それでは、行政報告をさせていただきます。第１点目は、防災訓練の実施につ

いてであります。11 月 17 日に、町民の方々をはじめ自主防災会及び消防団等の
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御理解、御協力をいただきまして、避難訓練をはじめ避難状況の情報収集・伝達

訓練、消火訓練等、本町で初めての全町一斉の防災訓練を、人口の約 15％に当た

ります 882名の参加で実施することができました。御協力に感謝を申し上げます。 

   こうした有事に備え、町民の皆さんが的確に行動するためには、このような訓

練会を毎年継続して実施することが不可欠でありますので、今回の訓練会を反省

し、次年度以降も継続して実施をしてまいります。 

   次に、「グループホーム設楽名倉の家」についてであります。11 月１日に、認

知症の方を対象として地域密着型の入所施設として、名倉の東部区に「グループ

ホーム設楽名倉の家」が開所されました。 

   これは、浜松市の都メディカル有限会社から介護保険施設としての指定申請を

受けて、町が認可したことによるもので、開所当初は１ユニット９人定員でスタ

ートし、来年度早々には、定員 18人に拡充する予定であると聞いております。 

   町の認知症高齢者数は増加傾向にありますので、認知症により自宅での生活が

困難な方にとっては朗報であるかと思っております。 

   次に、風力発電の勉強会についてであります。名倉の仏庫裡に建設が計画され

ております風力発電の勉強会が、12 月 15 日の日曜日、午後７時から愛知東農協

名倉支店で開催がされます。 

   勉強会の主な内容は、風力発電の概要、また音の一般的な話、そして風車の音

についてと伺っております。 

   次に、市町村対抗の万博駅伝についてであります。平成 18年 12月、県内市町

村の交流等を目的に、県内全市町村の 63チームが参加して第１回大会が開催され

て以来、本年で第８回目の万博駅伝が 12月７日の土曜日に開催されます。 

   監督はじめ選手の皆さんは、町の誇りを背負って精いっぱい激走されますので、

町民みんなで応援をし、心より御健闘を期待申し上げたいと思っております。 

   本日は、専決処分の報告１件、人事関係１件、条例関係５件、一般会計・特別

会計の補正予算８件、計 15件を上程させていただきました。慎重審議の上、適切

な議決を賜りますようお願いを申し上げます。 

   なお、現在手続きを進めておりますが、来年３月末に契約期間が満了となりま

す、つぐ高原グリーンパークの指定管理者の選定と、財産処分及び田口財産区特

別会計補正予算を最終日に追加上程をさせていただきたいと思っておりますので、

よろしくお願いをいたします。 

                                        

 

議長 日程第５「一般質問」を、行います。質問は、受付順とし、質問時間は答弁を

含めて 50分以内です。始めに、５番渡邉勲君の質問を許します。 

５渡邉 おはようございます。通告に基づきまして２点質問いたします。１点目に、

町をいかに売りだし、宣伝するか、町の考え方をお伺いいたします。町民が待ち

に待った、町のマスコットキャラクターができ、子供たちの喜ぶ顔が想像できま
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す。できがよい、悪いじゃない、自分たちのマスコットキャラクターは理屈抜き

でかわいく、他地域の人に自慢したいのが子供たちの心理です。マスコットキャ

ラクターの活躍で町民の結束がますます強くなり、誇りの持てる町づくりに町民

皆で取り組むことができるかと思います。 

   近年、タウンセールス、タウンプロモーションという言葉をよく耳にします。

町を売りだす、町を宣伝する、ということで、その町の名前をいかに多くの人に

知ってもらうか、いかによいイメージを持ってもらうかが目的にされ、さらには

外からの資源獲得という点に着目されています。 

   人口減少、過疎化が進む当町においても、もちろんこの点に着目し、町が生き

残るために、すなわち他の町村との競争に勝つために、町が持つさまざまな魅力

を外向けにアピールすることで、より多くの観光客に訪れてもらったり、特産品

を買ってもらったり、住んでもらったり、企業進出をしてもらったりすることで

町を活性化させていこうと努力されています。 

   過去に町長は「特産品のブランド化への取り組みを進めると共に、マスコット

キャラクターを定め、着ぐるみを活用するなどして、特産品の情報発信や販路拡

大に努める」と語っています。町の魅力を外に向けて発信していく活動は、行政

だけで行うものではなく、それこそ町民一人一人が「私の住んでいる町はこんな

にいい所だ」と町外の人に話してもらうことが一番です。そのためには行政、企

業、町民、みんなで取り組んでいくことが必要です。人を呼ぶ観光協会、物を売

る産業課、企業誘致の企画課と、それぞれの部門で成果を上げるように頑張り、

情報発信が行われています。以前、担当課長に、当町はＰＲが弱いのでは、とい

う質問に対し、「一生懸命やっているが、町には特別に強調されるものがないた

めに難しい」という答えがありました。町内の観光スポット、イベント、町のい

いとこ、町の達人、名人、これらについて知っている町外の人は多いのです。し

かし、行政、町民がその観光スポット、イベント、町のいいとこ、町の達人、名

人を必ずしも高く評価していないということがあります。このように実態と町外

の人に知られている姿に差ができてしまうことをできるだけ避けるためにも、魅

力を発信することと、磨き上げることは両輪で取り組んでいくことが大切と考え

ます。 

   魅力を発信すること、魅力を磨き上げることのいずれにしても、重要なのは町

民、すなわちそこに住んでいる人、そこで活動している人です。そこに住んでい

る人、そこで活動している人が身近にある魅力に誇りや愛着を持てば、自然にそ

の魅力を大事にし、さらによいものにしようとするでしょう。人に話したくもな

るでしょう。 

   私ごとですが、旅行などで、いろいろな所の人の話を聞くことがあります。そ

のとき、その土地の魅力を生き生きと語ってくれる人がいると、今まで以上にそ

の土地が気に入ることがあります。そして、これが一番のセールスという気がし

ます。私はこの土地へ移住して 10年余りになりますが、今でも本当にいい所に来
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たと思い、いろんな場面で発信をしています。 

   町をＰＲするとか、資源を獲得するということは必要ですが、それ以上に、町

民が誇りや愛着を持ってそこで生活できるようにすること、このことが大切では

ないかと考えます。町民に自分たちの住んでいる所の、よいところを知ってもら

い、町民が生き生きと生活することに力を注ぐこと、取り組むことの大切さを感

じています。 

   成果としては、目に見えにくく、わかりづらいかも知れませんが「町民の生き

生きとした生活のために」、こうした考え方に基づく取組みが、過疎を迎える当

町には必要と考えます。 

   全国には、過疎を乗り越え、人口減少にもかかわらず、そこに住む人々が生き

生きと暮らしている地域、成功事例が多くあります。その多くは、ないものねだ

りではなく、あるもの探し、という考えに基づいて、いいところを探し、そこに

焦点を合わせ、そこに住む人たちに自信と誇りを持たせることに努めた結果、自

然に人が集まり、活性化される現象が起きています。 

   設楽町の持続可能性を高めるためには町内の人たちが、設楽町を誇りに持つこ

と、設楽町を好きになること、設楽町のファンになること、が重要だと考えます。

町民に自分たちの住んでいる所の、よいところを知ってもらい、自信と誇りを持

ち、町民が生き生きと生活することに力を注ぎ、取り組むことこそ大切と考えま

す。そのために、中学生議会の開催、空き家活用プロジェクト、キャラクター・

キャッチフレーズコンテスト、地域づくり支援事業の継続、若者、若いお父さん、

お母さん、による地域づくりのワークショップの開催、などを提案しますが、町

の考えをお伺いします。いずれにしても行政が行う事業としての意義を忘れず、

単なる空家情報の提供、観光案内などでは終わらせず、あくまでも町民のプライ

ド、ファン、ラブをつかみ、町づくりへ参加していただくことが大切と考えます

が、町の考えをお伺いいたします。 

   次の点についてお伺いいたします。１、マスコットキャラクターの活用計画は

ありますか。２、町のアピールは、行政内の各部署で連携を図り組織的に全町へ

と広げていくことが大切と考えますが、町の見解をお伺いします。３、町外から

評価されている町のイベント、伝統行事に対する、町の取り組み姿勢をお伺いし

ます。４、中学生議会の開催、空き家活用プロジェクト設立、キャラクター・キ

ャッチフレーズコンテスト、地域づくり支援事業の継続、若者、若いお父さん、

お母さんによる地域づくりのワークショップの開催、等を提案しますが、町の考

えをお伺いいたします。 

   ２点目に、学校及び保育園側と保護者とのトラブルの解決方法についてお伺い

します。社会の変化や価値観の多様化により、学校、保育園に対する地域住民か

らの意見や要望も多様化しています。学校、保育園にとって有意義な指摘も多く

ある中で、理不尽な要望を突きつけられることがあります。 

   多くの保護者は高学歴になっているため、教師は、尊敬され、信頼されるもの、

http://hiro12.cocolog-nifty.com/
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という前提はかつてほどなくなっています。今の小中学生、保育園の保護者の世

代は、校内暴力が日本中に吹き荒れていた時代に、中学生時代を過ごしています。

残念ですが、学校及び保育園と保護者とのトラブルは、発生しやすい、といって

も過言ではないと思います。 

   いじめ問題、体育系の体罰問題、学校などに対して自己中心的で理不尽な要求

をする親、モンスターペアレントの存在は社会問題になっています。毎年つくら

れている学校経営案の中で、いじめや不登校に対する問題では、対策委員会など

が設置されて、問題発生前に対策等が立てられています。一方、学校、保育園側

と保護者との関係では、問題が発生した場合、学校、保育園側の対応への不満か

らトラブルになったり、逆に学校、保育園の対応に問題があり保護者等が困った

りするケースも考えられます。 

   学校、保育園におけるさまざまな問題解決や未然防止には、地域全体で日ごろ

から対話を多く持ち、協力し合うことが大切であり、いじめや不登校に対する問

題と同じように、対策をたて、本来の教育、保育活動が十分できるようにする必

要を感じます。 

   次の点についてお伺いします。１、自己中心的で理不尽な要求をする親、モン

スターペアレントへの対応策は立てられていますか。２、少人数クラス、地域性

から、学校、保育園には要求しにくい現状があります。すなわち、子供がお世話

になっているという負い目がある中で、学校、保育園側に問題がある場合、保護

者側の解決の糸口、対策はあるでしょうか。３、当事者同士で解決しない問題解

決のための、第三者で構成された組織等はありますか。以上、お伺いします。 

町長 渡邉議員の御質問に対しまして御答弁をさせていただきますが、まず担当課長

からお答えをさせていただき、その後必要に応じて私からお答えをさせていただ

きますので、お願いをいたします。 

産業課長 それでは、産業課から渡邉議員の一番最初の質問でございます、マスコッ

トキャラクターの活用計画につきましてお答えをさせていただきたいと思います。 

御承知のとおり、設楽町マスコットキャラクター「とましーなちゃん」は町民の

皆様による設楽町マスコットキャラクター総選挙で誕生しました。現在、応募作

品のイラストをもとに着ぐるみを製作中でございます。間もなく、新庁舎の落成

式でお披露目させていただきます。新庁舎の落成式という歴史的な日にデビュー

させていただくということで、御本人もさぞかし緊張されるのではないかと思い

ます。 

   その後の活用につきましては、まず、この地域の方々が「とましーなちゃん」

を身近な存在に感じ、応援したいと思っていただきたい。地域の皆さんが共感し

てくれることが最初の一歩を踏み出すのに大切です。当然、役場職員を巻き込ん

で、役場庁内で、「とましーなちゃん応援隊」のような、自主的な応援部隊を結成

していきたいと思っております。高度なプロモーションはできませんが、町内の

保育園や小学校・中学校などへ積極的に行かせていただいたり、地域のイベント
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やセレモニーへの参加、また募金活動や奉仕活動など社会貢献活動をさせていた

だくなど、地道なキャラバン活動をしていきます。 

   地域の皆さんを巻き込んで取組みをしていくことが「とましーなちゃんファ

ン」から「設楽のファン」になってもらえる近道と思います。そして軸足を設楽

に置いた上で、他の地域との交流も行ってまいります。 

   また、「とましーなちゃん」のデザインを活用して、封筒や名刺に印刷したり、

グッズを作成したり、ホームページを活用し広くＰＲしていきます。議員からキ

ャラクター・キャッチフレーズコンテストの御提案がありました。まず、今年度

は、周知期間といたしまして先ほどお答えしたような活動を行ってまいります。

そして、「とましーなちゃん」が町民の皆さんへ浸透した中で、皆さんの機運を見

て、実施に向け前向きに取り組んでまいります。 

   行く行くは、全国区で開催されるゆるキャラグランプリをはじめとするゆるキ

ャラのイベントへの参加等も検討してまいります。以上が、「とましーなちゃん」

に関する答弁とさせていただきます。 

企画課長 それでは、渡邉議員の第１番目の質問の２番目からの質問にお答えさせて

いただきます。タウンプロモーションを大学の先生の言葉を借りますと、「地域の

魅力を創造し、それを地域の内外へと広めることで「地域イメージをブランド化」

すること、魅力的なブランドに育て、観光客や転入者を増やすこと、住民に誇り

や地元愛を根づかせること」となっております。言い換えれば、地域の総合力や

突出した魅力を創造していくことだと思います。そういった意味で、最初の質問

になりますけれども、効率よく実施していくためには、関係各課の連携はもとよ

り、地域住民あるいは企業との連携も大切であると考えております。 

   その次の質問ですが、町外から評価されている町のイベント、例えば食彩フェ

スタやアートフェスタは、イベント補助金で町が応援する形をとっていたり、森

林まつりなどは、人的な応援を行っています。また、ホームページで紹介するな

どの応援も行っています。また、伝統行事、例えば田峰観音の奉納歌舞伎ですと

か三都橋参候祭りや津具花祭りなどについては、各団体が自ら運営し、必要に応

じて町が応援しております。 

   基本的には、地域づくりは地域の自力、やる気を尊重するものであり、地域に

どうしても不足するものがあれば、必要に応じて応援してまいります。 

   ４番目の議員からの提案に対するものですけれども、御質問に列挙されていま

す事業について、渡邉議員がどういう想定のもとで考えておるのかはっきりわか

りませんけれども、その名称から私の判断する範囲内でお答えさせていただきた

いと思います。 

   中学生に町政を学んでもらったり、行政と地域づくりの意見交換をするといっ

た目的で開催いたします中学生議会は、中学校も最近では行事が目いっぱいであ

ると聞いておりますので、議会という開催形態にこだわることなく、町長との懇

談会ですとか役場執行部との意見交換会といった方法などが考えられると思いま
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す。町長の施政方針の中でも、町政に若者や女性の考えを反映させていくという

ことにしておりますので、中学生議会にこだわることなく、検討してまいりたい

と考えています。 

   空き家活用プロジェクト設立につきましては、その必要性は私も常々感じてお

りますので、いつとは言えませんけれども、町内検討会を設置して実施していき

たいと考えております。 

   キャラクター・キャッチフレーズコンテストは、産業課で答えたとおりであり

ます。 

   地域づくり支援事業の継続につきましては、26年度でお約束しました５年間の

事業期間が終了いたします。これを受けまして、現在、行っている地域づくり支

援事業の点検作業を実施している最中であります。この作業を経て、平成 27年度

から新たな地域づくり支援事業を展開する予定でおります。 

   最後に、若者、若いお父さん、お母さんによる地域づくりのワークショップ開

催については、現在、若者のグループの自主的な活動に対する補助制度として実

施している若者したらの愛創造プランという事業を今年度から始めましたけれど

も、このような事業を足がかりとして、若者との意見交換をする機会をつくるな

どして、これから町を支える世代に町に住み続け、誇りに思ってもらえるような

施策を検討していきたいと考えております。企画課からは以上です。 

町民課長 それでは、２問目の学校、保育園側と保護者とのトラブルの解決方法につ

いて、町民課からお答えをいたします。まずその１問目でございます。自己中心

的で理不尽な要求をする親、モンスターペアレントへの対策は立てられているか、

という御質問でございます。各園への親からの…… 

（「議長、暫時休憩」と呼ぶ者あり） 

議長 回答職員がちょっと体調を崩して…… 

町民課長 自己中心的で理不尽な要求をする親、モンスターペアレントへの対策は立

てられているか、という御質問であります。各園への要望事項については、その

都度園長、保育士が話をよく聞いて対応しています。基本的には、園で解決でき

ることは、各園で解決し、園で解決できないことは園と町民課で対応をしていま

す。 

   各園の現状、課題などについては、園長が通勤の帰りに町民課へ立ち寄った際

に、町民課担当者が話を常に聞いておりますので、おおむね各園の状況について

把握をしております。また、緊急を要する問題が発生した場合は、即時に対応で

きるような体制で臨んでおります。 

   二つ目の、保育園側に問題がある場合、保護者側からの解決糸口、対策はある

か、という質問でございます。細かい問題に関しては、各園、保育園の口頭で伝

えていただければ、解決策を考えていきます。もし言えないような問題でござい

ましたら、町民課へ相談をしてください。 

   今年度の実例として、保育園の父母の会から要望書が提出され、各園で説明会
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を実施しております。津具保育園で３月と７月、名倉保育園で 11月で説明会を実

施しております。 

   町としましては、問題、事故など発生したときには、適切で素早い初期対応が

重要だと思っております。問題は小さいうちに解決するという方針で臨んでおり

ます。 

   ３つ目の、問題解決のための第三者で構成される組織はあるか、という質問で

あります。園と保護者との広い意味でのトラブルに対する第三者組織はございま

せんが、もし必要な案件が発生しましたら、町としてしっかり受け止めて対応を

してまいります。 

   また、保育園、町へ伝えにくい事柄であれば、行政相談制度、心配事相談など

を利用していただくことが想定をされております。以上です。 

教育課長 それでは、教育委員会から答弁させていただきます。基本的には、町民課

長の答弁と同様になりますので、簡潔に答弁させていただきます。１点目のモン

スターペアレントについての対応策につきましては、教育委員会としては、毎月

の定例校長会でモンスターペアレントに限らず学校現場での事件・事故、保護者

や地域住民からの苦情などさまざまな問題点に対しまして、問題提起しながら情

報を共有し解決に向け話し合いの場を設け対応していきたいと考えております。 

   ２点目の、保護者側からの解決糸口の対策はあるか、ということですが、これ

も保育園同様ですが、身近で相談しづらければ、ぜひ教育委員会まで直接連絡し

ていただければ対応したいということで、そうしたことをアドバイスをしていた

だけると大変ありがたいと思います。 

   ３点目の、第三者で構成された組織等はあるか、ということなんですが、これ

につきましても保育園同様で、このような身近な組織はございませんが、地区の

民生児童委員とか行政相談員等において町民の駆け込み寺的な場所だと思ってい

ただき、何でも相談していただければ解決糸口が見つかると信じております。以

上です。 

５渡邉 マスコットキャラクターができて子供は本当に喜ぶと思います。できてから、

またそんなこと言わんでいいじゃないかというような質問なんですが、他町村よ

りか、周りと比較すると本当に遅いというんですけど、なぜ遅くなったか、必要

性を感じていなかったのか、それともつくってもそれほど効果がないというふう

に思ってみえたのか、今できた理由というものを聞かせてください。 

産業課長 マスコットキャラクターの選定につきましては、必要だということで昨年

度からいろいろ公募等応募していただいたりしておりましたけれども、応募数が

少なかったりとかいった理由で延びておりました。しかし、今回全国に公募した

ところ、多くの応募をいただきまして町民の皆様にその中から選んでいただいた

ということで、必要性は感じておりましたのでようやくということになってしま

いますけども、これから一生懸命やっていきたいと思っております。 

５渡邉 よろしくお願いいたします。町のイベント、食彩だとかアートフェスタ、森
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林まつり等があって、基本的には地域の力でつくるものだということで、御返事、

御返答があったんですが、例えばアートフェスタ、これはずっと住民主体で頑張

ってやってます。ただイベントとしてお祭り騒ぎでやってるんではなくて、当初

は名倉高原アートフェスタが４年ほど前に奥三河アートフェスタに名前が変わっ

たように、いかに地域を盛り上げるというか、都市との交流をふやすために、こ

の設楽町のファンをふやすために努力しているということなんですが、民間主体

ですとどうしても、例えばよその町村との協力態勢をつくるだとか、それから大

学なんかへも連携を持ちたい場合にはやはり民間独自ですと難しいんですね。そ

ういったときに町の力というか、ただ名義の力だけではなくて先頭に立って交渉

に当たっていただく、先頭に立ってというふうでなくてもちょっと私のほうで声

をかけましょうかというぐらいの姿勢があれば、もっとこの組織というのはまだ

早い時点で大きくなり、もちろんこれからも充実するように頑張ってはいるんで

すけども、どうもその辺が対応というか、地域の皆さんの力で頑張ってください

と言われますけど、姿勢としては私は弱いものがあるような気がいたしますが、

その辺はどうでしょうか。 

企画課長 アートフェスタに限定された御質問だと思いますけれども、地域の盛り上

がりって言うんですかね、例えばアートフェスタだと、なぜゴールデンウィーク

の、名倉地域ですと穀倉地帯で田植えが一番忙しい時期にやるんだとかっていう

地域が盛り上がって町が応援できるっていう態勢なのかっていう、私まだそのイ

ベント補助金の担当でもありませんし観光の担当でもありませんけれども、第三

者的に大学の連携を模索したときに感じたことで言いますと、地域全体が盛り上

がってて町が応援する、町がイニシアチブをとってやるイベントかなっていうと

ころにはまだ疑問が残ってます。以上です。 

５渡邉 かなり認識不足という感じが今受けます。ぜひもう少しかかわっていただい

て、内容がどうなのか、今年度からは地域の事業者、商店からもずいぶん協力を

いただいております。決して地域がこの忙しい時期にあんたら何やっとるんだと

いう感覚は、それこそ 10年前の当初にはありました。基本的にはＩターンの人た

ちが中心になってやってたためにそういう現象がありましたけれども、今はかな

り違ってます。ぜひ、見に来てください。私も会場にいます。昨年より実行委員

長も替わって新しいメンバーに替わっていますけれども、ぜひ見に来ていただき

たい。少し認識が不足なような気がいたします。 

   ちょっと逆になるんですけれども、先ほど聞き忘れましたので、マスコットキ

ャラクター通常使わないときにはどちらへ置かれる予定ですか。 

産業課長 役場の庁舎の中に置き場をつくっていただきまして、そこに保存していく

予定でございます。 

５渡邉 庁舎入ったすぐのとこに置かれるということでいいですか。 

産業課長 これから新庁舎になりますので、そういったまだ倉庫等の具体的な割り振

り等は決まっておりませんけれども、その中の一角を使わせていただく予定でご
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ざいます。 

５渡邉 私どこかの市で庁舎に入ったらすぐにキャラクターが置いてありまして、感

激というか、なかなかやるわいということを見たことありますのでそんなこと言

いましたけれども、ぜひイベントのときだとかいろんなときに活躍されるだけじ

ゃなくて、ぜひ、町民が役場へ入ったらすぐに目につくと、ついでに握手もした

くなるような雰囲気で展示をお願いいたします。 

   次に、保育園、学校とのトラブルの件ですけども、今聞くとできるだけ話はあ

ってちょっとした問題も教育委員会だとか町民課へ相談に来てくれと、ほとんど

それで私は解決していると思います。 

   ちょっとこれ耳にしたことで、今回私が質問するということになったんですけ

れども、保育園側と保護者側の問題があって話し合われたんですね。そのあとに

保育園側がこのことは報告しない、言わないでくださいよということで、詳しい

ことは知りませんよ、私も保護者からこんなふうで、もう少し上までついた話を

して、この問題に対してきちっと処理をしたいけど口止めをされました。そうす

ると、どこへ話しへ行ったらいいかわからんもんだから、私にそういう相談があ

ったもんだから一般質問の中でそのことを議題にするからということで腹に収め

といてくれという保護者には言いましたので、その保護者の問題がいわゆるモン

スターペアレントのような問題かもしれん。それは私は保護者との信頼関係でこ

の親はそんなことを言う親じゃないからということの前提条件で言うんですけど

も、保育園側から先ほども言ったように問題があった場合に町民課に報告がある

ということを言われましたけど、その報告がないと仮定する場合には、どうこれ

は解決するんですか。 

町民課長 直接園、町民課へお話ができない事案というのが非常にプライバシーです

とか、もうちょっと大きな問題としてある可能性があります。そのときにはもち

ろん議員さんへっていう一つの手段がございますけども、行政相談ですとか、先

ほどの心配ごと相談ですとか、そういったもう一つクッションを別なところへ置

いた相談窓口へ行っていただけると、秘密はもちろん守られますし、あまり直接

的な関係者との話がしにくいといった場合にはそういったところがふさわしいと

思います。 

５渡邉 質問があっち行ったりこっち行ったりして申しわけありません。若い人たち

の町離れですね、若者定住策ということで住宅なんかも建てていらっしゃるんで

すけども、のちほど同僚議員から中学生会議の提案なんかもあるんですけれども、

私のこの中学生会議の開催を要求するのは、若者の意見というよりも、このマス

コットキャラクターができて子供たちが喜ぶと同じように、意見を出すことによ

って若者の意欲、この町を愛する気持ち、そういう気持ちを先ほど私が言いまし

たプライドだとか愛する気持ち、そういうものを育てることに非常に効果がある

というふうで、いろんなことをやってほしい中でも最初に提案したんですね。中

学生ぐらいのそういう会が公のものが、公というか今までにないものがあれば中
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学生の中ではもちろん、たぶん学校の中でも話し合われると思います。そうする

と、その親もその行政のことに関して関心を持つ、関心を持てて意見を出せばそ

こへ入っていくんですね。そういうことによって若い人たちがこの町政に関心を

持ち、この町政にかかわる、今は私名倉地区にいますけれども、町長が名倉地区

へ住民の声を聞きにみえるというのはおそらく区長止まりなんです。今日は区長

さんとの懇談会があるよというのをたまに耳にしますけど、何か意見あるか、と

いうことは区長から下は全くありませんから、ましてや若者の声はない。そうす

ると、若い人たちの声だとか女性の声だとかそういうものは今の町政ではゼロに

近い。ゼロというと表現オーバーですけれども、議員の中にも女性議員がみえて

頑張ってみえますけれども、なかなか若い人たちの力だとか女性の力、そういう

ものがくみ上げられていない。そのことをどのように考えてみえるかお聞きした

い。 

町長 渡邉議員さんが今いろいろ町の将来の活性化を思うという意味合いでその熱

意ですとかそうしたことへの積極的な姿勢を問うという意味での御質問をされて

おみえになります。本当、お聞きさせていただいておって、そのとおりかなとい

うふうに私も同感の意でございます。そうした中でいろいろ御質問の中にありま

したように、例えばこれから町の活性化を担っていく一つの手法として、例えば

町に住み続ける人、また過去にもおみえになった人の中で設楽町を象徴できるよ

うな人をもっともっとＰＲしていったらどうかとか、そしてこの町に住む人たち

の誇りを持てるようなそういう環境をつくるべきではないかという御提案もして

いただきました。そして、そういったことに結びつけていくためには、やはりこ

れからここで住み続けようとする若い方々、また女性の皆さん、その若い方々よ

りももっと以前の中学生のこれからいろいろな状況を勉強されていかれるそうい

う存在の方々、幅広くそうした人たちへの活発的な、そして町を思うそういうお

考えを聞いていくという、これは誰が思っても必要なことであろうし、私もその

とおりだと思っております。そういう中で具体的に、じゃあ、こういうことがあ

るからこれを前に出して、そして町内外へも発信していこうとそういうようなき

っかけをつくり、またそれを行うのがやはり行政の立場である、特にこの役場の

態勢を強化にしてそういうこと意識を持ってどんどん発信をしていこうとそうい

うことは必要だというふうにも思っております。今までそうしたことができてい

なかったじゃないか、キャラクター一つつくるにも遅いじゃないか、我々は不満

を感じとるよというふうに思われるのは、おそらくそういう気持ちがおありのこ

との中から意見として出されているんだろうというふうに私も認識をするところ

であります。したがって、今言われるように、反省の意味を込めながら今後さら

に皆さんの期待に沿えるような状況をつくり上げていく必要があろうかというふ

うに思います。言われて提案されてみえるそうしたことを積極的に取り組むと同

時に、女性、若者、そして中学生、そうした人たちとの対話の場をつくっていけ

るようにこれからも努力をするつもりでございます。 
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   そしてまた、保育園、学校等におけてお父さん、お母さんが本当に悩んでみえ

るような問題、そして役場の職員、また保育園の園長先生はじめ職員の皆さんに

お話をしたくてもできない問題、そういうようなことがもしおありになって、ど

こへこんな問題を出していったらいいかという不安をされて仮におみえになると

するなら、ここはやっぱり行政をつかさどる我々がもっともっとその人たちの立

場になって常に意識を高め、お話を聞くようなそういう職員としても意識を高め

る中で配慮をしていく必要があろうかというふうにも思います。決して冷たく突

き放すとかそんなことをもちろん考えておるわけではありません。どういう形で

皆さんの意思が我々に伝わるか、そしていい解決方法につながっていけるか、そ

うしたことをわれわれは真剣に取り組んでいくのが義務でありますし、責任でも

あると思っております。今後、そうしたもっともっと風通しがいいというか、お

互いに理解がしやすいようなそんなお話ができるような場もつくっていく必要が

必要かなというふうには思います。そうしたことを総合的に判断をして、今渡邉

議員が心配をしていただいた町の将来についての課題、また提案、そうしたこと

をやはり真摯に受け止め、今後もこれに向けて一つずつ実現に向けて期待に応え

れるよう努力をしてまいりたいと思っております。以上です。 

５渡邉 よろしくお願いをいたします。いろんな問題がある場合、解決方法を知って

いる方、ほとんどが先ほど答弁されたようにそういった困った問題は行政相談、

それから心配ごと相談なんかもありますから来てください、そのとおりです。だ

けど、普通の人、町民の９割以上は普通の人なんですね。そういう人はそういう

ことはもう全然わからんというか知らなくて当然なんですね。そうすると、そう

いう普通の人の９割の人にこちらから教えてあげるとかそういうことをしないと、

今答弁としてはいずれもきちっとした答弁をされましたけれども、忘れていかん

のは住民の９割以上は普通の人なんですね。極端な言い方をすると、議会だより、

あれはほとんどの人が読むかなと思ったら、半分以上は読んでない。残念だけど。

そのくらいの感覚。写真は見るからね。昨日ある人のところ行って、「おう、邉さ

ん、写真載ってたな」と言うもんで、「載ってたよ、中見た」と言ったら、「見て

ない」と、そのくらいが普通の人なんです。その普通の人が９割だということを、

これは９割というのは私の勝手な判断ですけど、その辺を御理解していただいて

町政に携わっていただけることをお願いして質問を終わります。 

議長 これで、渡邉勲君の質問を終わります。 

   お諮りします。休憩をとりたいと思いますが、異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長 異議なしと認めます。10時 20分まで休憩といたします。 

   なお、２と３の質問には町民課長の答弁がありませんので、相応な手当をして

いただくために鈴木町民課長の退席を認めますので、十分治療をして挑んでいた

だきたいと思います。 

   それから、一つ、再質問の場合、挙手、「議長」と言われて何番誰々という投
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げかけをしていただきたいと思います。以上です。休憩に入ります。 

 

                            休憩 午前 10時 05分 

                            再開 午前 10時 20分 

 

議長 休憩前に引き続き、会議を開きます。次に、１番金田敏行君の質問を許します。 

１金田 通告に従いまして、大きく２問ほど質問させていただきます。最初に、平成

25年度設楽町防災訓練会についてお伺いいたします。自然災害というものは、科

学機器が発達した今日でも台風の進路予想はかなりの確率で予想されていますが、

それ以外の自然災害は大まかにはわかっていてもピンポイントの予想にはまだま

だ時間がかかりそうであります。本年度にも各地区で悲惨な風水害をはじめとし

た土砂災害等が起こり尊い多くの命を亡くしたことは誠に残念な結果になってお

ります。 

   自然災害からの町民の安全確保には、今のところ早期の避難や地区民による防

災意識と自助意識の向上が現状では一番大切なことではないかと思っております。 

   そこで本町では去る、11 月 17 日に先ほど町長の行政報告でもありましたが、

設楽町防災訓練会が行われました。今回のこの訓練の会は近い将来予想される東

海地震・東南海地震・南海地震を想定した訓練でその内容は、住民の避難訓練、

被災状況の情報収集訓練、初期消火訓練及び応急手当訓練が住民や自主防災会及

び消防団への訓練内容でした。それとは別に設楽町職員非常登庁訓練や災害対策

本部設置訓練、災害時の初動訓練が町職員に課せられた訓練内容でありました。 

   今回想定した地震による最大震度は６強と予想され、これを受けて大規模地震

による被害防止、地域の防災意識、自分の身は自分で守る自助意識の向上を図る

のが趣旨であったと思います。この訓練会での反省点について質問いたします。 

   今回の防災訓練会で、各地区での参加者の人数は把握できていると思います。

先ほど全体で 882 名の参加をいただいたという町長の報告をいただきましたが、

もしわかれば地区別の参加人数を教えていただきたいです。 

   ２番として、今回の防災訓練会の開催を、町民へ周知徹底する方法は各家庭へ

の回覧配付及び広報無線で行いましたが、その点での反省はありますか。 

   ３番目に、今回の訓練会で、町民とは別に設楽町職員非常登庁訓練がありまし

たが、その訓練での職員の登庁に要した時間等把握されておりましたら報告願い

ます。 

   ４番目に、今回の防災訓練会では、自主防災用と住民用の防災訓練会の流れを

用意しましたが、自主防災会の組織やそのもの自体が住民に周知できていないの

ではないかと思いますが、町の考えをお伺いいたします。 

   次に、学校教育のＩＴ化授業について質問いたします。今回の質問の通告後に、

私が通告しましたのちに、12月４日の中日新聞に、経済協力開発機構、ＯＥＣＤ

が 2012年の学習到達度調査、ピザと言いますが、結果を発表しました。そのこと
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が新聞に載っておりました。対象生徒は 15 歳の高校生ですが、2006 年まで下が

りぎみの学習到達度でしたが子供自身が考える授業に力を注いできた学校現場で

は「結果に表れてほっとした」と喜んでおります。 

   その一方で、インターネットの利用度と成績の関係も浮き彫りになりました。  

「インターネットの利用は、子供たちが情報を集め、整理する能力を引き出す効

果がある」と愛教大の先生が指摘しております。インターネットを全く利用しな

い生徒は、利用している生徒と比べて知的刺激や情報に触れる機会が少ない分の

差が出たのではないかと分析しております。 

   そこで、今日の質問では、15歳以下の生徒でありますが、設楽町内の中学生が

海外派遣事業に参加し、日本ではできない多くの体験をして今後の学校生活や将

来の人生設計に大いに役立って、あすの設楽町を担う若者になっていただければ

と思うのは設楽町はじめ町民皆さんも同じ考えだと思います。 

   本年８月 28 日に奥三河総合センターで行われた、設楽町中学生海外派遣事業

報告会で、ある生徒が「アメリカではタブレット端末を利用した授業が行われて

いて大変びっくりもしたが楽しくてよかった。設楽町でもタブレット端末を利用

した授業を期待したい」との報告がありました。 

   数日後にＮＨＫニュースナインだったと思いますが、テレビで佐賀県武雄市が

タブレット端末を導入した授業を試験的に開始したことが放映されました。私も

これがタブレット端末を利用したＩＴ授業なのだということがやっとわかりまし

た。この授業体制こそ「反転授業」と呼ばれる授業であり、小学生が楽しそうに

授業に打ち込んでいる姿が印象深く脳裏に残っております。この放送を見たのは

私だけではないと思いますが、教育関係者の中ではこの授業方法は近い将来大き

な変化点を迎えるだろうと言われています。 

   そこで質問です。設楽町教育委員会ではＩＴ授業についてどのように考えてい

るのか、お伺いします。 

   もう一つ、ある雑誌では、10年後には反転授業は主流になると言われています

が、設楽町の教育委員会の考えはいかがでしょうか。以上で私の第１回目の質問

とさせていただきます。 

総務課長 それでは、金田議員の１問目の質問について、お答えします。11 月 17 日

の訓練会につきましては、地域の防災力の向上と、「自分の身は自ら守る」という

地域住民の防災意識を高めるため、全町一斉で各地域の自主防災会を中心に、地

震を想定した訓練会を実施しました。質問の１点目の地区別の参加人数につきま

しては、28ヵ所の避難場所の参加者数はそれぞれ把握していますが、訓練会全体

では、住民が 758名、消防団員 108名、総務課本部の町職員 10名、警察４名、新

城消防署１名、設楽ダム工事事務所１名、合計 882名であります。 

   全体を説明すると時間がかかりますので省かせていただきますが、具体的に最

も多く参加した避難場所は、清嶺小学校の清崎・田内区で 143 名、続きまして田

口小学校の太田口・栄町区で 114 名、奥三河総合センターグラウンドの本町・萩
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平区で 84 名でありまして、このほか 50 名を超えた避難場所は、津具スポーツ広

場の 62名、清水公会堂の 52名であります。 

   次に２点目の周知方法についてでありますが、具体的な実施方法は、町の広報

紙への掲載、案内チラシの各戸配布及び防災行政無線放送のほか、自主防災会長

への説明会の開催等におきまして、全町一斉の訓練会への参加の周知に努めてま

いりました。 

   しかしながら、年度当初に訓練会期日をお示しできなかったことや、訓練会期

日の通知及び、具体的な訓練内容の説明会が訓練会 20日前にということで遅かっ

たことなど、住民への周知の徹底に欠けていたことは、住民の防災・危機意識の

高揚を図る上で反省事項と認識しています。また、周知から実施までに期間が短

かったことは、各自主防災会において住民への周知やそれぞれ詳細な取り組みに

関する自主防災会の中での協議する時間が少なかったということが要因であると

思います。 

   したがいまして、次年度につきましては、今回の反省事項を基に訓練内容等を

早期に検討し、来年４月の区長会において、実施期日及び訓練概要を説明し、住

民への周知に努めるとともに、できる限り早い時期に詳細な訓練内容を自主防災

会長さん方へ説明する場を設けたいと考えています。 

   第３点目の職員の非常登庁訓練につきましては、当初は計画していましたが、

今回は総務課職員のみで、その他の職員は各地域の自主防災会の訓練に率先して

参加するということで、実施はいたしませんでした。 

   なお、総務課職員につきましては、それぞれ自宅から所定の出動時間に対しま

して、時間を調べてありまして、私を含める段嶺地区の職員は、自動車で 15分か

ら 22 分、田口地区の職員は、徒歩及び自動車で役場のほうへ来た方がいますが、

５分から 10分、津具地区の職員は、自動車で 20分の時間を要しています。なお、

先ほど人数を申しましたけど、当日の訓練会に参加しました町の職員は、消防団

員を除きまして、52名であります。 

   第４点目の自主防災会に係る住民の認識についてでありますが、自主防災会に

ついては、自分の身は地域住民自らで守ることを基本として組織され、いざ有事

の際の初動段階においては、組織的な活動が大きな力を発揮すると思いますので、

自主防災会によっては、日常的に町の防災訓練とは別に独自の訓練を積極的に行

い、地域の防災力を高めている自主防災会もあります。今回においても、炊き出

し訓練を別に実施した防災会もあります。 

   今回のような全町一斉避難訓練は、町としましても初めてのことでありますが、

次年度以降も、毎年、計画的に訓練会を継続することが重要であり、徐々にステ

ップアップした訓練内容に高めることが、住民の防災意識の向上並びに自主防災

会組織に対する住民の理解につながるものと考えています。 

   また、自主防災会に対しましては、現在、防災資機材の要望調査を実施してい

ますが、従来から防災資機材を貸与し、点検等をお願いしているところでありま
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すので、今後もこれらの資機材を住民みんなが理解、認識するため、地域の自主

防災会単位で資機材等の確認、使い方訓練を実施し、住民相互に防災意識を高め

ていくことが重要であります。 

   さらに、平常時の訓練等とあわせて、地区内の連絡網を整備したり、要援護者

を的確に把握することは、自主防災会が組織として活動するために重要なことで

ありまして、地域住民全体が防災意識を高め、情報を共有していくことが、災害

時において機能的に行動ができるものと思われます。以上であります。 

教育課長 それでは、教育委員会から答弁させていただきます。最初に、設楽町の教

育委員会ではＩＴ化授業についてどう考えていますか、という質問でございます

が、教育委員会では今年度、ＩＣＴを活用した教育推進に関する閣議決定がされ

ております。その中には、学力水準を目指すため、教育内容・方法等の充実を図

ることとされておりまして、近年、授業においてもデジタル教材の活用が急速に

浸透しており、子供たちにとってわかりやすい授業で学力向上が図られるとされ

ております。しかしＩＴを活用した学習活動ができるようにするためには、デジ

タル教材等に求められる機能の整理、ルール等の策定など整備しなければならな

い問題も数多くあります。教育委員会としては、現在国で行っております実証実

験に基づき効果や安全性が確認できれば、学校側と調整し格差が生じないよう順

次整備していきたいと考えております。 

   今年度は、26年４月からのセキュリティー問題に対応するための学校と協議を

してまいりました。その中で教職員、児童生徒のパソコン機器の入れ替えにあわ

せまして将来ＩＴ化に向け子供たちに慣れさせるための試験的に学校用のタブレ

ットの導入も視野に入れ、来年度の予算化に向け現在調整中であります。 

   ２点目の、10年後において反転授業は主流となると言われていますが教育委員

会の考えは、ということでございますが、国の閣議決定では、日本の成長戦略の

柱の一つとして、ＩＣＴ教育の充実を図ることとしておりまして世界トップの学

力水準を目指すため、確かな学力を身につけるための教育内容、方法の充実を図

ることとしております。反転授業は生徒たちが新たな学習内容を、通常は自宅で

パソコンを使いデジタルビデオ授業を視聴して予習します。教室では講義を行わ

ず、逆に従来であれば宿題とされていた課題について、教師が個々の生徒に合わ

せた指導方法を与えたり、生徒がほかの生徒と共同しながら取り組む形態であり、

現在アメリカで既に取り組んでいる授業方法の一つであります。 

   反転授業の積極的な活用をするためには教育機器の導入並びに指導方法、指導

体制の工夫改善が必要とされております。特に教員指導者が教育の基礎となる学

習指導要領に沿った授業で有効活用するための効果的な場面や利用方法、具体的

な機器の操作方法等を習得しなければならないため、今後学校関係者、県教育委

員会と連携を密にして指導方法の調査・研究をしまして計画的に情報化に向けた

授業方法を模索していきたいと考えております。以上です。 

１金田 防災訓練会についてまず再度お伺いします。先ほど人数をざっと大まかには
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教えていただきましたので、この人数見て、やはりもちろん住民の人口差もあり

ます。問題はこの訓練会の、言葉悪いんですけど、自主防災会が中心にやるとい

うことでやってたわけですけど、なぜそんな自主防災がやらなければいけないの

か、なんて言うそんなこと言う町民もいるんです。実際に。こんなことは役場が

やることではないかと言う人もおったんです。私がそうじゃないと、これからも

う自助の時代だから自分たちで自分たちの身を守らなければいけないんだよと、

だからそういう時代だからいつまでもいつまでも役場に頼っとってはだめですよ、

ていうことをそういう伝えた住民もおります。そこでちょっと質問なんですけど

も、避難場所で、地震があったとき、今回の場合は自宅待機という形をとりまし

た。これがいい、悪いは別ですよ。それは別ですけどそういう形をとりました。

一時避難場所、またはいっとき避難場所とも言う方もおられますが、そういう一

時避難場所という場所の指定というのは町は考えているのかどうか、ちょっとお

伺いします。 

総務課長 一時避難場所というのは地区の中でここに避難するんだよというふうな

形で避難場所は定めています。ただ、区長との懇談会の中においては、現実的に

そこよりももっと身近な場所のほうが避難場所としては適するという意見も出さ

れていますので、それを含めてもう少し詳細に避難場所の検討は必要だと思って

います。 

１金田 今回訓練ですからこの訓練の内容が悪いとかそういう意味で言ってるんで

はないですけども、例えば今回の訓練で、新庁舎がまだできていないんですけど

も、例えば栄町の人たちが、なんで俺んとうが田口小学校行かないかんだ、とか

言いながら歩いている方が大勢おったんですよ。今日は訓練会だから仕方ないか

らとりあえず田口小学校へ来てくださいよという話ししながら一緒に歩いてたん

ですけども、例えば新庁舎完成後、この栄町区の人たちは避難の指定場所が変更

する可能性はありますか。考えていますか。 

総務課長 庁舎自体は災害対策本部ということで災害の対策の拠点でありますので

あれですけど、今言われたように栄町の方からも従来は想定はそこではなかった、

今回の場所ではなかったものですからそういう意見が出されました。したがいま

して、先ほど申しましたように、栄町にこだわらず他の地区においても現在指定

している場所が、より適する場所があるならばその点については検討してまいり

ます。 

１金田 今回、先ほど総務課長の答弁にありましたけども、この各戸配付のチラシが

ここにあるわけですけど、これ私はっきり言いますと、お年寄りはもうちょっと

字を大きくしてくれと、そういうことを言ってたんですね。詳細が書いてありま

す、ここを省けばいいなというところはないんですけども、お年寄りからの意見

では、もう少し字を大きくしてくれないかと。これが太田口地区は実はこれとは

別にこういう回覧チラシを配ったわけです。やっぱりこのくらいの大きさの字を

書いてくれと言われたわけです。そうは言ってもこの訓練の時間、タイムスケジ
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ュール等々書いてありまして、どこを省けばいいなんてとこはないんですけども、

ちょっとそれは次年度の反省材料としてもう少し活字の字を大きくしてというこ

とを考えていただければと思います。 

   そして、今回避難されました僕たちは太田口ですから田口小学校へ避難したわ

けなんですけども、当日大変よい天気で小春日和の本当にいい天気でした。実際

の災害時、特に今回地震の想定ですけども、地震のときも雨が降らんという保証

はないわけです。雨天時あるいは夜間の場合は当然グラウンドへ集まったあとに、

例えば田口小学校の場合だと体育館とかかしまホールへやっぱり避難しなければ

ならないと思うんです。そういう場合に、休日、夜間等に田口小学校の鍵を持っ

ているのは誰が持って誰が管理してるのかはわかったら教えていただきたいです。 

教育課長 基本的には教育委員会のほうで夜間の学校の体育館等については、鍵の管

理をしております。以上です。 

１金田 教育委員会が今現在鍵を保管していると、それと例えば避難勧告が出た場合、

その体育館等のドアを開けるのは教育委員会が開けるんですか。それとも総務の

ほうで開けるわけですか。 

総務課長 今回でも、もし雨が降ったり非常に寒かったりすることも想定してました

ので、そういう公の施設については今回は総務課の職員が行って、訓練会の前に

行って鍵のほうは開けました。ただ、本当に有事の際、うちが管理している鍵で

したら人が行って開けることはできますけど、そのときに教育委員会はまだいま

せんので学校の鍵については速やかにということが難しいかもわからないですけ

ど、そこは役場の内部での調整でできる限り早く対応したいと思っています。 

１金田 そうですね、そういうマニュアルをまだできていないと思いますけども、今

後のために一歩ずつ一歩ずつ進めていっていただきたいと思います。 

   次に、ＩＴ化授業についてちょっと再度もう一遍お聞きします。タブレット端

末を利用した授業効果で先ほどちょっと言いましたけれども、成績がアップした

という報告が出ておるわけです。これでどのような点がどのようにどういうふう

にアップしたという詳細はわかりませんが、テストの結果の点がよくなったのか

なという感じなんですけども、成績がアップしたという結果が出ていると。この

辺を町教委も先ほど言いましたＩＣＴ教育を推進しているからまだタブレットま

ではいかないけれどもそういう方向で進めたいということだったんですけれども、

やっぱりタブレット端末を利用した授業効果で成績がアップしたということは把

握しておりますか。 

教育課長 私もその新聞で知りましたので、そこで把握しております。以上です。 

１金田 ＩＴ化にするには当然莫大な予算がかかります。先ほど課長も答弁にありま

して、効果や安全が確認できれば随時やっていきたいという答弁でありましたが、

やはりすぐにと言われても莫大な費用がかかりますので、私も今すぐやれ、なん

てことは言いません。学校の先生等にもそれなりの勉強もありますし、あとは支

度もありますから今すぐには無理だと思いますけども、やっぱりこれはいいこと
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だ、さあやるぞ、といったときになってからばたばたしとったんでは遅いもので

すから、近い将来このような授業体系になることが考えられるというそういう意

見がありますから、準備していく上にこういう機器を買うための基金を積み立て

るという考えは今考えて持ってますか。 

教育課長 実際にはどの程度の資金が、というか予算がいるのかは把握できていない

ので、今後そういう分も含めて県とかそういうとこへ情報をいただきながら財政

課と調整していきたいと思っております。以上です。 

１金田 たぶん学校の先生方が会議、校長会とかそういう会議でおそらく出ておると

思うんですけども、タブレット端末とかあるいは電子黒板等こういう使い方をし

たらどうだとか、そういう機器を使っての授業はどうだということが多分もうそ

ろそろ出てもいいと思うし、多分出てると思うんですけども、そういう話は出て

ませんかね。 

教育課長 まだ今年度実証についての最終結果が出ておりませんので、そういう最終

的結果が出た上で安全性とかそういうものが確認できれば導入を向けて前向きに

検討していきたいと思っております。 

１金田 それではですね、最後になりましたが、総合的に、ごめんなさいね、もう一

遍防災訓練戻っちゃってすみませんが、町長にお伺いします。やはり今回は訓練

会でしたので役場のほうも町民のほうもちょっといろいろばたばたしたところが

多々あったかと思います。当日会場で私もちょっと町長と話をしたわけですけど

も、自分たちの身は自分たちで守る、こういう時代になってきたことは我々はわ

かっていますが、まだまだ町民の末端はそういう考えはまだ持っている方は少な

いです。やはり町におんぶ、だっこという考えの方がかなりおると思います。そ

の辺を町として、いや、そうではないんだよ、こうなんだよ、ということを周知

徹底できるようなことを何らかの方法でやっていただいて次年度からの防災訓練

会をまた有効にしていきたいと思いますが、町長の考えをお聞きして私の質問を

終わりたいと思います。 

町長 金田議員からのいろいろ御質問をしていただいております。特にこの防災訓練

につきましては、常々私もこうした訓練会を本当は早くもっとやらなければいけ

ないことだという必要性を感じておりました。そういう中で今回こうした状況で

防災訓練ということで町内皆さんにお願いをし、またそういう中で進めてきたわ

けでありますが、常にこうした訓練というのは有事を想定する、そして個人はも

とより地域住民が一緒になって助け合うそうした意識の中で避難をしていこうと、

そうした意識の高揚を図るということがこれは重要なことだというふうに認識を

して、またし直したところでもあります。そうした中で今回は町内一円でこうし

た機会をつくって避難訓練をしたということで、町民それぞれが個々での有事で

の避難意識が働いたんだろうというふうにも思っております。そうしたことも事

実ではないかというふうにも思います。今後もこれを継続するということが非常

に重要であろうということを思っておる中でさらに中身の濃い、これからも充実
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したっていうかそういった状況ができあがっていくことに期待をするところでも

ありまして、それがまたいい意義につながっていくんだろうというふうにも思い

ます。ですから、単個で一度やったらこれでいいんだということではなしに継続

をしていくというその意識をずっとこれからも高めながら、そして今回こうした

訓練会を行ったことで出された意見ですとか、今いろんなテーマ課題等が出され

ております。先日の区長会の中でもそうした意見が出されました。そうしたもの

をこれからも反映する中で毎年充実した訓練を実施してまいりたいというふうに

考えております。将来的にはもっと期間を大きく広げて自衛隊、警察、消防、そ

うした関係機関等々にも働きかけをする中で総合訓練、そうしたことへもやって

いく必要もあろうかなということも考えております。これはいつかということは

申し上げられませんが、そうした機動的な訓練も行っていく必要があろうという

ことでこれも実現に向けて努力したいと思っております。 

   また、ＩＴ教育に対応するということで御質問いただいておりますが、基本的

にはこうした将来の子供たちの教育のためにやはり機能的なこうしたものを充実

して利用をして教育をしていくというそうした制度等が進んでいくということで

あれば、当然ながら設楽町としてもこれに準じて対応していけるような機材、そ

うしたものを準備していかなきゃいかんだろうということでそうしたものへの態

勢にも常々先を見ながら予算化も図りながら、また財政等見比べる中で充実させ

ていく必要があろうかというふうに思っているところであります。以上です。 

１金田 ありがとうございます。そのように決して遅れをつくるのではなく進めてい

っていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。以上で終わります。 

議長 これで、金田敏行君の質問を終わります。 

                                      

 

議長 次に、４番夏目忠昭君の質問を許します。 

４夏目 議長のお許しをいただきまして、本登壇より第１回目の質問をさせていただ

きます。私からは新庁舎開業に伴う職員意識改革の実行についてということで質

問をさせていただきます。地元産木材使用による平屋建ての役場新庁舎が１月６

日から業務開始となりました。設楽町民への明るいニュ－スであり、町民が使い

やすい、しかも慣れ親しむ施設であってほしいと願っています。この新庁舎スタ

－トにあたり、次のことをお聞きします。 

１番目、新庁舎はカウンタ－を境に、各課が並列に配置される予定です。町民

が来庁されたとき、その対応が、要するに各課の対応が今まで以上に問われます。

挨拶、声かけ運動等庁舎挙げての接遇の向上が求められますが、その対応につい

てお伺いいたします。 

２番目、町の人口がどんどん減っている現状に対しての町民の不安は大きく、

その実効ある緊急対応策が求められている現況に対しまして、職員の能力向上、

政策提案力がより以上に求められていますが、その対応と今までの職員からの提
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言実績等、これをお聞き申し上げます。 

３番目、職員も町民であり、地域活動に参加してその能力の発揮が求められて

いますが、各地域でのコミュニティー活動への参加実績、これが把握されている

かどうか。そしてその実績についての数値をお伺いいたします。登壇より第１回

目の質問を終わります。 

総務課長 それでは夏目議員の３点の質問についてお答えいたします。まず第１点目

でありますが、新庁舎挙げての挨拶、声かけ運動等のいわゆる接遇の向上につい

てでありますが、以前、町職員の住民対応について新聞報道されたことにより、

全職員を対象に接遇研修を開催し、挨拶の励行や住民サービスの向上にそれぞれ

努めてまいりましたが、年月の経過により、具体的な取り組みは各職員に委ねら

れる部分が大きく、組織としての対応の徹底に欠けまして、最近では、接遇研修

の必要性を指摘されていることも認識しています。 

   １月６日から新庁舎で業務を開始するのを契機に、町長を先頭に職員一丸とな

って、活気があり、明るい挨拶、やさしい案内、丁寧な説明、迅速な電話対応等、

住民サービスの向上に努める姿勢を、住民は期待しながら、大いに注目している

ことと思いますので、職員はその期待に応えなければなりません。今度の新庁舎

においては総合窓口はありませんので、各課職員それぞれが総合窓口という意識

を持って取り組んでいくことが必要だと思います。 

本来、単発ではなく、年間研修計画に基づいて接遇研修を継続的に実施するこ

とが求められていますので、１月以降の早い時期に、外部講師または資格を有す

る職員を講師として、職員全員を対象とする接遇研修を実施し、職員一人一人の

意識及び資質を高めつつ、組織として取り組む姿勢を形として住民の方々に示し

ていかなければならないものと考えています。 

２点目の職員の能力及び政策提案力の向上に係る対応及び提言実績についてで

ありますが、本町の研修体系は、階層別研修、法規関係研修、長期の外部研修、

講師養成研修、技術者研修等であり、毎年、職員の能力の向上を図るため、年齢、

経験年数及び担当職務等を考慮し、できる限り多くの職員に研修の機会を与えて

います。階層別研修は、おのおの職階で求められる能力を習得するもので、地方

自治法、公務員法、法制執務のような法規的な研修は、的確な法律の理解と解釈

及び運用に向けての実務能力や応用能力の向上を図るとともに、法制執務の知識

及び技術を習得するもので、いずれも総務課で人選し、研修に出していただいて

います。また、自治大のような長期にわたる研修は、国レベルの現実的課題や自

治体の政策課題をいろいろな角度から学び、討論し、知識を深めることで、新た

なものの見方、考え方を身につけ、政策形成、企画立案能力を高めるものであり

ます。以前は、研修生を指名していましたが、職員の熱意と学習意欲を引き出す

ため、現在はみずから手を挙げる方法で研修に参加しています。さらに、市町村

ゼミナールのような民間事業者のテーマ別研修は、行政を取り巻く環境の変化に

先見的に対応する広い視野と高度な識見を習得するため、自治大同様に自薦で参
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加しています。 

このように、多面的な研修に参加していますが、直ちに明らかな結果が出るも

のではありませんので、日常的なＯＪＴを充実し、職員としていろいろな研修を

積み重ねることで、問題意識を持って時代の要請や住民ニーズに的確に対応でき、

広い視野を備えた総合的な能力を高めるとともに、学習意欲や改善意識の向上を

期待するものであります。また、学んだ知識及び能力を、地域のブロック研修会

の講師として他市町村の職員に教えることは、さらにみずから学び、能力を高め

ることにつながり、職員としての幅を広げていくものであります。 

次に提言実績についてでありますが、役場内には職員の提案奨励制度がありま

して、職員が行政全般に関し具体的かつ建設的な方策を提案する機会が設けられ

ています。提案されますと、提案奨励審査委員会の審査を経て採否が決定され、

採用とされた案件の実施については担当課で具体的に検討し、具現化するもので

あります。なお、その実績は、平成 21年、２件。22年 23年はございません。24

年、３件。25年、現時点で３件であります。 

   第３点目のコミュニティー活動への参加実績についてでありますが、各地域で

職員がそれぞれ参加していることは承知していますが、数値的なものは把握して

いません。町内各地域では、慣習的な事業、伝統的な事業及び共同作業や、新た

に地域づくり支援事業等で創出した事業等、人と人が交わりさまざまな形態の活

動を展開していますが、いずれもコミュニティー活動と認識しています。町職員

も、日常生活の基本的基盤である行政区の構成員であり、一住民として積極的に

かかわり活動に参加しています。中には、地区の役員を引き受けたり、企画立案

などリーダー的な存在で自由闊達に地域活動の推進に力を発揮している職員も

います。しかしながら、職員によって活動への参加は個人差があることも事実で

あります。職員は、町の施策や地域づくりにおける有益な情報を持っていますの

で、まず、地域を愛し、参加する意識を高め、地域住民が参加する活動には率先

して参加しつつ、地域におけるリーダー的な役割を担い、住民から信頼される職

員を目指すことが強く求められていると思います。以上です。 

４夏目 ただいまいろいろな研修やなんかについて相当詳細な説明がございました

が、まず一番最初に１月６日から新庁舎が開業されるわけでして、１月以降、新

たに接遇研修を全庁的に行うというような御回答がございましたが、特にですね、

今回の新庁舎、見てみますとカウンターを境にして縦列に各課が配置されていま

す。したがいまして、ただその新庁舎には図書館もございますし、子どもセンタ

ーもございます。したがいまして、現在のこの新庁舎よりかは住民の、要するに

役場施設に対しての出入りがですね、相当、動線がふえるということになります。

用事直接で行く場合もございますし、図書館から子どもセンターへ向かうときも

役場の中を通る場合もありますが、そういうようなときにですね、接遇研修とし

て１月から行われるということですが、まずはカウンターに近い職員そのものに
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対してですね、住民等に積極的に自分から声を上げていただく、または挨拶等を

心がけていただくというようなことがまず必要になってきます。１月からの研修

で行うということですが、その成果があらわれるのは恐らく二、三カ月または半

年向こうとなりますが、ただもう１月６日から待ったなしに新庁舎が開業されま

すので、とりあえずはそういうようなカウンターに近い職員、こういうところか

ら積極的に明るく住民に対して挨拶並びに御案内ができるような運動を進めて

ほしいと思いますが、この辺についてはいかがでしょうか。 

   それから２番目、総合案内所はなしということでしたが、総合的な案内板はど

ちらのほうに設置されるのか、その点をお聞きします。 

総務課長 今、議員さんが言われるのはもっともなことだと思います。まずできるこ

とから取り組んでいくのは当然のことだと思いますし、今までより多くの、あの

エリアの中で多くの住民の方々と接していきます。したがいまして、常識的に考

えても当然、人と人が出会えば挨拶をするというのが町職員だけでなく人間とし

ての行為でありますので、それを率先して職員がやっていくというのは当然のこ

とだと思っています。今言ったようにカウンターの職員、これも今、１月６日う

んぬんという問題ではなくてですね、当然今までもそのことは求められています

し、ただ、やはりこれを契機に職員の意識をもう少し自分たちで考えてそれを行

動に移すということが大事だと思っています。案内板については玄関入る手前の

ところの右側にあります。以上です。 

４夏目 案内板につきましては、位置はわかりました。先ほど申しましたようにカウ

ンターに近い職員からまずは１月６日以降、即、実践的にですね、声かけをして

いただけるように内部調整をしていただいてですね、町長さんみずから訓辞をい

ただきながら、せっかく新しい木造の優しいムードの庁舎ができましたので、そ

こから積極的にカウンターの職員から明るい声かけ運動、挨拶運動を実施してい

ただくような手配をお願いします。そして先ほど全庁的な研修を行うということ

でしたが、これについてはですね、要するに外部のほうから専門的な方を呼ばっ

て、要するにサービスに精通した講師をお呼ばりして、職員全体にですね、課長

さんも含めて職員全体にそのような研修をされるかどうか。それと先ほど総務課

長さんが申しましたように新聞報道等で指摘されてからいろいろな研修はして

きたけれども、最近は少しマンネリ化してやってないというようなことは、結局

は町内の恒常的なチェック態勢が整っていないと認識していますが、１月から以

降、接遇研修を全庁的に行うということですが、先ほどの専門的な講師を呼ばっ

てやる研修と同時にですね、年間を通じてのチェック態勢、こういうようなもの

を整える用意はあるのかどうか、この辺をお聞きします。 

総務課長 研修については先ほど申しましたように現在まだ確定しませんけど、一応
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外部のほうもあわせてですね、当たってはいます。したがって、とにかく研修は

行います。チェック態勢というのがよくわからないですけど、当然ながら全職員

として取り組むことでありますので、それぞれ同じ意識でもって取り組みつつ、

役場内には課長会議等もあります。それから所属長は部下を監督する責務もあり

ます。日常的なそういった方法で、日常的な指導等も行っていくことが大切なこ

とでありますので、それらをお互いに情報も共有しながら、課長会議等で案件が

出るようでありましたらそれぞれみんな課長の中で考えて職員に指導していき

たいと思っています。 

４夏目 前向きなお答えをいただきましたので、この件については以上にしたいと思

いますが、ただ各課の現在の状況で言いますと、１階の町民課へ入りますと、私

も例えば、選挙の期日前投票だとか、それから住民票をもらいに行くような場合

に積極的な声かけが職員からございます。それは恐らく課長さんをはじめそうい

う職員の意識があってそういうふうにされておるとは思いますが、ただほかのほ

うの課のほうにつきましてはですね、ある程度はちょっと町民課より落ちるかな

あと、こういう認識を持っていますので、ということは結局は各課の課長さんが

常日ごろそういうチェックを意識を持ってですね、職員の方々に、きのうは声か

けが少なかった、きょうはよろしく、というような呼びかけをしてもらって、そ

れが積み重なって職員全体に意識が行き渡ると、こういうことだと思いますので、

その辺はひとつ町長さんをはじめ助役さん並びに各課の課長さん、意識を持って

内部徹底をお願いしたいと思います。２番目に政策能力並びに提言実績ですが、

先ほど提言実績については 22、23 はゼロ、そして今年度は３件、昨年度は３件

ということでしたが、それが実際に、要するに審査委員会にかけてですね、実施

に移されたのかどうか、その辺の内容をお聞きします。 

総務課長 今言った件数は提案の件数でありまして、もう少し提言というかそういう

ものについてはですね、例えば各課の中で、こういうことやったらどうだとかい

う考えがですね、それぞれの職員からも挙がってますね。それについてはその課

の中で、例えば次年度にやろうということで予算計上して実施しているとそうい

うケースも多分にありますので、そこだけちょっと区別していただきたいと思い

ます。提案の関係ですけど、24 年に提案され、25 年についてはそれぞれ３件、

３件でありますが、そのうち５件、６件のうちですね５件が採択となっています。

１件は、これは国の制度等もありますので、早急にということではなく、１件は

保留という形で今後も検討するという扱いになっています。それで 24 年度に提

案されたものについては 25 年度の予算に計上し、実施していくということで、

現在のところちょっと滞っていますけど、手はつけていますので年度内にはそれ

を形としてあらわしていきます。以上です。 
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４夏目 各課別に提案、全庁的に提案がされとるということの中で、細かい事務、日

ごろの仕事に対しての改善みたいな提言、そういうようなものについては各課別

に対応しておるとこういうことでした。が、例えば全庁的な重要課題等に対しま

してですね、これは町長さんにお聞きしますが、例えば課長会議、横並びの課長

会だとか補佐会だとか、それから課長会、補佐会を通じての全庁的なですね、課

題に対して恒常的に研究するようなシステムが現在あるかどうか。もし、ない場

合には、それをこれからつくる用意があるかどうか。というのは職員自身が常日

ごろ全庁の課題を認識しながら、それを常日ごろの仕事を通じてどうしたら町の

活性化または住民の福祉に役立てることができるかというような常々考えてい

くシステムづくりが私は必要だと考えておりますので、そういうようなことにつ

いて現在そういうような横断的、重層的な職員の課題に対する研究システムがあ

るかどうか、それから、ない場合には、それを今後つくるかどうかということを

お聞きします。 

町長 いろいろ御質問していただいておりましたんで、最後にまとめて私のほうから

と思っておりましたが、今の職員のいろいろ思い、そうしたものをなんとか町の

将来のためにつなげていけるような政策立案、そうしたものを生かせるそうした

部分の態勢があるかという御質問であります。先ほど総務課長が申し上げとるよ

うにですね、職員が今、提案システムというのはつくっておりまして、どの職員

に限らず、職員であれば常々そういう意識の働く人たちをもって提案をしていく

というシステムができ上がっております。それを先ほど件数が今これだけあって

というようなお話を申し上げたんですが、その状況をですね、やはり上がってき

たものは当然ながら審査委員会というのは課長含めて委員会が設置されておる

わけですが、こうした奨励審査委員の中で、具体性があるもの、また現実性があ

るもの、これは町にとって必ずやっていくべきだとか、これはいい提案だぞとい

う評価をしながら、これを具体的に課していくという、ステップを上げていくと、

そして現実に持っていくというそういうシステムは今つくっております。しかし、

それだけで町の職員が常々思っておることを吸収して、生かせるかというとそれ

ばっかりに頼っておってもいかんというふうには思います。したがってですね、

こうしたものに取り上げられなくてもですね、常にそういう意識を持って新しい

プラン、いろいろな町づくり計画、計画というか、町づくりのために発想的にあ

るものがあればどんどん出してほしいということも、先日も私、課長会議でも課

長さん方に申し上げてはおるんですが、やはりそういう職員一人一人が常に意識

を高めてステップアップをしていくために、今ある仕事はもちろん、与えられた

仕事はやるのは当然ですが、それ以外の部分について町づくりのための意識改革

というものを働きかけてほしいということを職員の方に強く要請をしておりま
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す。そういう中で上がってきたテーマを我々がみんなで議論をしてまとめて、こ

れならいけるというものがあればどんどんそれを発信し現実に持っていきたい

なというふうに思っております。 

４夏目 今の御答弁ですと提案等に対してそれを実行段階で職員からの意見を聞く

ということなんですが、ただ私が言ってるのは、もう少し大きなことで設楽町が

抱える課題に対して横断的また重層的にしかもそれを恒常的に常設的にですね

検討するシステム、そういうものが職員の能力を向上させ、そして現在設楽町の

中だけではなくて、他市町村の中でいいものがあればそれとも比較検討しながら、

それをうまい具合にそしゃくして、当町の施策として生かしていくような検討を、

職員の検討システムみたいな、要するに課題に対する恒常的な研究をし、それを

町長に対して、または町民に対して提案できるようなシステムづくりがこれから

は必要になってきます。例えば同僚議員が先ほど質問しましたＩＴ教育に対して

も、教育委員会だけの内部だけで検討しておるだけではなくて、当然に保育園の

ときから、または学校通じて、そして中高一貫教育の高校の意見も聞くというよ

うなことと、それから財政的な問題も出てきます。そうしますと単に教育委員会

だけで検討されるだけではなくて、全庁的に例えば課長さん方忙しいならば、補

佐または主査クラスで有志を募ってそういうような検討システムを検討のグル

ープをつくってですね、他市町村のいいところを学びながら、それを十分にそし

ゃくして当町に生かすようなシステムづくりが職員のまたは政策提言能力に生

かされるんではないかと私は思っていますが、そういうようなものについてぜひ

ぜひつくっていただいて、職員の意識の向上または能力の向上を図っていただき

たいと思いますがその辺のお考えをお伺いします。 

町長 わかりました。今言われる意味が私もそういう役場の組織化の中で将来こうい

う町のあり方、また企画そして開発、そうした新しい部分をみんなで議論をする

ような専門的な検討組織、そういったものは必要かなって思います。今後そうい

ったものへも仕事の中で枠を広げてですね、より充実した検討の場を立ち上げる

必要があるかなと思っておりますので、今後職員の中でもその姿勢等を伺いなが

ら、そうした方向で検討してまいりたいとこういうふうに思っております。 

４夏目 町長さん、かなり前向きな返答いただきました。私は現在ある課題について

５年先または、まあ 10 年先というのはちょっとオーバーかもわかりませんが、

二、三年または５年先を見据えて、そして問題が起きてから始動するんではなく

て、問題が起こる前にそれを手当てできるような職員の恒常的な研究システム、

それをもって今度は政策提言に移行させるというようなシステムをぜひお願い

したいと思います。 

さて３番目ですが、先ほど職員のコミュニティー活動への数字を把握されてな
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いというふうに申されましたが、要するに昨年、私が町長にお伺いしました９月

議会を見てみますとコミュニティーづくりにつきましては、職員がそういうとこ

ろで活動して、なおかつ地域の課題なり、住民の皆様方の要望を吸い上げるには

公助の柱として一つ活用してはどうかという見解を説いたところ、職員には積極

的に参加するよう促していくという町長さんの昨年９月の回答をいただいており

ます。しかしながら、私は田口のコミュニティーで今現在やっておりますが、田

口のコミュニティーのほうだけを見てみますと、職員の方が加入された実績はな

いし、ほかのほうにもちょっとお聞きしましたところ、そういうような実績もご

ざいませんが、そういうような重要性は把握しているけども職員に参加を促すと

言われた状況から見て、この１年間何ら進歩されてませんので、その辺について

改めてですね、職員の皆様方に今度は役場の内部の中での能力研さんだけではな

くて、外部へ出て住民の方々と十分コミュニケーションをとり、その地域の課題

なりそれから住民の皆さんの感情をですね、直接職員の皆さん方から町長並びに

施策に生かすような、こういうようなシステムの中では職員の皆様方のコミュニ

ティー活動への参加は、私は重要だと思っていますが、その辺の認識を再度お伺

いします。 

副町長 コミュニティー活動というのにつきまして、夏目議員さん田口のコミュニテ

ィーの話だけをされてるかと思いますけれども、コミュニティー活動につきまし

ては、それぞれの職員、それぞれの区、あるいは組においてもですね中心的な存

在でございます。ですので、その際ですね、いろんな活動について、例えばお祭

りとかですね、いろんな防災訓練も含めてでございますけれども、そういうとき

については積極的に参加しているものと思っております。でございますので、コ

ミュニティー活動につきまして全く参加してないんじゃないかというような御

発言でございましたけども、役場の職員、地域へ行くと、私も地域へ戻りますと

若い衆と言われています。もう 60 過ぎましたけども若い衆ということで本当に

頼りにされていると思っております。役場のここにいる課長たちもそれぞれの地

域において、それぞれの地域で一生懸命活動をしておりますので、全く活動して

いないということではございませんけども、その中でいろんな地元の方々と話を

しながらいろんな困りごととかですね、いろんな政策につきましても御提言てい

うか、ざっくばらんに腹の中をさらけ出してお話をしていただいていると思いま

すので、その件につきましては、いろんな形で吸い上げながら町政のほうに吸い

上げて行きたいと思っておりますのでよろしくお願いします。 

４夏目 私は必ずしもコミュニティー組織、要するにコミュニティー推進委員会その

ものがコミュニティー活動の全てであるというふうに言っておるわけではござ

いません。当然ながらお祭りなり、それから地域のいろんな行事、そういうよう
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なものに参加され、または先ほどのフェスティバルなんかでもそうですけれども、

いろんなところで職員も町民でありますので、参加していただいて活動している

こと実態は把握しています。ただせっかくつくったこのコミュニティー組織推進

委員会というものについては、要するに地域の区長さん方も取り込みながら年齢

構成も重層的に 20歳代から 70代ぐらいまで、それから男女の比率、それから職

業も相当違った方々が参加しながら、その中で一つの行事なり課題なりを検討し

て皆さんの知恵を出し合って、そしてよりよい行事をしたり、よりよい地域活動

をしているという認識におりますので、そういうところから見てみますと現在コ

ミュニティー組織がないのは清嶺地区の清崎・田内、そして津具のほうでは、要

するに１つはございますが上津具にはございませんし、名倉も西納庫のほうの川

口、清水あたりでしたか、あとは東納庫のほうもございません。ただ、そういう

ようなところでせっかく近隣社会、要するにこれからＩターンの人も入ってくる

し、従来の住民との意見の食い違いも乗り越えながらよりよい地域づくりをお互

い協力して共同してやろうという中で、そういう組織があって、なおかつ、いろ

いろな地域の課題の中にそれを率先して表のあらわれた形で皆さん手を出し合

って、若い人から年寄りまでいろいろな活動をしていく、そして課題解決につい

て動いていくという中ではそういうところへ職員の皆様方もお祭りとはまた別

に、参加していただくことが私は重要かと思っていますが、その辺のところをま

た役場のほうの昨年の町長さんの答弁ではございませんが、重要と判断し積極的

に参加を促すというお答えもいただいておりますが、この辺の認識を再度お伺い

します。 

町長 満足がされていないっていうふうにお考えなのでしょうかね。役場の職員も言

われるように町民なんですね。地域へ行けばやっぱりその地域の中でみんなに期

待をされながら、いろいろな行事に参加をしたり、地域の住民の方々ともお付き

合いをしながら努めておるというふうに認識はしておるんです。そういう中にあ

って、また個々で行う、例えば田口でいえばコミュニティー組織があるからそこ

へ参加をしてきて、みんなと同じような境遇の中で一緒にやってもらったらどう

だろうというような、そういう提案がされれば、それは率先して行くべきである

し、個々の考えはもちろん職員としてもあるわけですけれども、基本的には地域

の住民ですので、そこへ率先して参加していくということは当然なこと、当然と

いうのは、職員であるがゆえに当然であるということだろうなという認識で私は

言っておるんです。ですから、町長に言われないと出ていかないということが仮

に個人的な考えであるとするならそれは別にして、やはり基本的には町長に言わ

れようが言われまいが、地域の人たちと一緒にそういう活動をしていこうという

のが基本に思ってます。ですので、改めて町長もう一回みんなに声かけよという
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ことであれば、これはかけないわけではありませんけれども、言われないとやら

ないというようなことであってもこれは悲しい話だと、残念だと思っています。

ですから、この地域で生活をしている一員ですので、それは特に役場に職員であ

るがゆえにみんなと一緒に活動を行っていくということは、基本的には今までも

そうですし、これからもそういう考え方が変わっておるわけではないというふう

に思っています。だけど実際に来ておらんだで出てこんだで、俺はそうは思って

おらんよというふうに言われるんであれば、そういうふうに思ってみえるのかも

わかりませんが、こういうふうに言われることは、そういうことだろうと思いま

すけれども、やはり基本的には町職員はみんなそんなことを否定して、出ていく

のはいやだなんて言う職員はいないと思っています。ですので、結果的にみんな

と一緒に協力して活動ができるように態勢維持というのはこれからもやってい

く、そしてその考えには変わりはないというふうに思っておりますので、あえて

こうやって議題として出されて一般質問の中で職員が、中にはやる職員もおるが、

中には出てこん職員もおる、そりゃあると思うんです。ですが、やっぱり個々の、

やっぱり気持ち、そうしたものの強いか弱いかというものがあるかと思いますが、

やはり強く持って、そういうところへ率先して出ていくのが職員としてもやはり、

職員であるがゆえにそういうところへ一緒にやっていくことは、必要なことだろ

うというふうに思っておりますので、町長としてもそういう機会を捉えて、積極

的に参加をしてもらうことがいいことだと思うよということは言う気持ちはあ

りますし、言われなくてもやってもらえるものだというふうにも思っております。

以上です。 

４夏目 各地区でですね、先ほど副町長さん申しましたように、まだ 60 代は若い衆

だ確かに、お年寄りが多い中で特に役場の職員というのは 60 前ですのでそうい

う方々が入っていただいて、いろいろな職員として得た知識、知能を地域活動の

中に生かしていただくということは大きな戦力です。したがいまして、そういう

期待はありながら、あるもんですから、私はこういう質問をさせてもらっておる

わけですけれども、現在各地域のお祭りとか地域清掃とかそういう行事について

は昔からの慣習ですので、これはもう職員であろうがなかろうが、その地区のこ

とは当然に慣習として、習慣ではございません、慣習ですので、地域ごとに出て

いただく、これはもうこのままのことだと思いますけれども、ただいろいろな組

織があってその組織が地域の活性化を願って活動しておる場合には先ほど申し

ましたように、もう従来からの活動をして 20年も 30年もたちますとかなり高齢

化されております。したがいまして、もう 60代は若いほう、ただし 70代以降で

はいろいろな発案、提案を若い人にしようとしてもですね、なかなかそれが浸透

できませんので、そういう上においてもですね、役場の職員、特に 30 代、40 代
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の方々が入っていただいて、20歳の若い人たちにこういう考え方があるよという

ことの、要するに仲介になってもらうようなことになればですね、それはまた組

織の新たな活性化につながるだろうという思いがあって私はこういうような質

問をしておりますので、ぜひぜひ、そういう思いをですね、職員の皆さんに伝え

ていただいて、それぞれの活動の中でその能力を発揮していただくよう、町のほ

うとして積極的に訴えかけてほしいと思いますが、その点はいかがでしょうか。 

副町長 おっしゃることわかります。職員もそういう意識でもってやっていると思い

ますので、時間外でございますので、職務命令という形ではとれませんので、そ

の辺も含めて課長会議等でなるべく積極的に出るようにということは言わさせ

ていただきます。 

４夏目 要するに期待していいのか悪いのか私わかりませんが、お答えとしては、ま

さに満点なんですね。ただ同じようなことをこのコミュニティー活動だけではな

くて、いろいろな施策の中でもそういう、なんて言うかな、中立的、平等的な回

答がされるたびに少しずつでも前へ進めないかなあという、要するに感情が湧い

てくるわけですので、そういうようなことについてですね、もう少しこう町とし

て職員に対して積極的に働きかけるような機運を持ってですね、やってほしいと

いうことを要望しまして私の質問を終わります。以上でございます。ありがとう

ございました。 

議長 これで、夏目忠昭君の質問を終わります。 

議長 午前中の時間が中途半端でありますので、お諮りします。休憩をとりたいと思

いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長 それでは 13時まで休憩といたします。 

 

                           休憩 午前 11時 38分 

                            再開 午後１時 00分 

 

議長 休憩前に引き続き、会議を開きます。次に、２番金田文子君の質問を許します。 

２金田 ２番金田文子です。それでは質問させていただきます。先日、設楽町出身の

大学生からこんな質問を受けました。「政策で１票を投じたかった。けれど

も、私の周りには、ふるさとの現状とそれをよくするための政策を深く話し

合っている大人たちがいなくて、話を聞くことができなかった。私はいった

いどこで学ぶことができるのか」と。この町の政治、地方自治に寄せる真剣

な思いを強く感じました。この質問に、どう答えたらよいでしょうか。 



 34 

   「地方自治は民主主義の最良の学校、その成功の最良の保証人」と言われ

ます。が、この若者は、地域が「民主主義の最良の学校」になりえていない現実

を突きつけてきました。これは、教育の問題です。学校教育というより、むしろ

地域の教育力の問題です。私たちは、地方分権、住民自治の時代を生きることに

なりました。ですから、住民参加は、生涯学習のいっそう重要なテーマです。地

域のこれからを担う子供たちに地方自治の基礎学力をつけてもらわなければ、町

の未来はありません。 

   こんな社会情勢を反映して、各地の自治体で子供の参画を進めるようになり、

その一環として「中学生議会」を開催するようになりました。既に隣接市町でも

取り組んでいる事業です。 

   町内の中学校では、地域に出て体験的に学ぶキャリア教育を実施して、その成

果を上げています。その成果とは中学生の考え、行動そのものです。例を挙げま

すと、設楽中学校の職場体験の発表では、体験から得た、働くことへの意識、労

働観の広がり深まりがあらわれていました。津具中学校の偕楽園でのお年寄りと

のふれあい活動では、高齢者の生活機能の維持向上を考えたプログラムを企画し、

お年寄り一人一人に寄り添った言葉かけをしている姿に出会いました。 

   地方自治の仕組みについては、中学校３年生の公民で学び、地域の課題や地方

財政の変化まで調べています。 

   このような学びを重ねて地域を見つめている中学生です。中学生の視点で、こ

の町の地域課題解決への意見を出してもらう場として、また、設楽町の地方自治

を担う人材を育成する実践的な場として、設楽町中学生議会の実現を願います。 

   質問項目です。１、行政当局に、中学生議会を実現するお考えはありますか。

２、中学生議会を可能にするためのマネジメントは誰が、どの課が担当するのが

適当ですか。３、主権者である中学生にも、新しい議場を体験の場にしてもらう、

つまり 26年度から使ってもらうようにしたらどうですか。 

   続いて、２点目の質問です。高齢者・障害者福祉事業者の育成についての質問

を通告しておきました。設楽町の高齢者福祉・障害者福祉政策がよい方向へ変

革する兆しが見えて喜んでいます。名倉地区にグループホームが開設され、「安

心したぞん」という高齢者の声を聞きました。田口高校に養護学校分教室が開

かれ、通学困難が解消されて地元で学習できるとの朗報もありました。関係者

の御尽力に心から感謝します。 

   一方で、介護保険法の再びの改定により、要介護度の比較的低い高齢者の

ケアの責任が、基礎自治体に大きくシフトしてくると予想される事態になりま
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した。 

   要介護度が低いうちに、適切に、十分にケアされないと、重度に進行する

スピードが高まると指摘されています。しかし、ケアに係る社会資源は十分で

はありません。高齢者や障害者の生活の質の維持の面からも、ケアに携わる事

業者や人材の不足などの面からも、早急に対応を考えなければならない局面に

あります。 

   そこで質問です。１、まずは今ある事業者、ケアに携わる人材の継続して

働いてもらうことを可能にすることが必要です。町は、名倉生活サポートセン

ターを新たな相談支援事業者として認可しました。社会福祉協議会に加えて、

ここも相談支援事業の委託先に加えるのか、お尋ねします。２番、愛厚ホーム

設楽苑の入所待ち人数が 100 人を超えるといいます。当事者も家族もぎりぎり

まで頑張っています。介護者の負担を軽減するサービス提供は足りていますか。

３番、サービスつき高齢者住宅、障害者住宅等、家族を失った高齢者や親を失

った障害者が生活できる施設を整備していきますか。また、そのお世話する人、

事業者の育成をしていきますか。 

   では、３番目のふるさと納税制度の積極的活用について質問します。人口

減などで税収が落ち込んでいく一方で、新たな財源の確保に努力する自治体が

ふえています。たとえば、ホームページや広報誌に広告を掲載するとか、住民

税徴収システムを改善して納税率を高めるとか、これはうちの税務課でもやっ

てくださっていますよね。それから、ふるさと納税による寄付を増加させるな

どです。 

   ふるさと納税制度は、収入をふやすだけでなく、自治体のよさを広く認知

させるツールとして使われており、成功事例が、マスコミに取り上げられてい

ます。工夫すればできるものだなあ、と感心すると同時にこんな声も聞きます。

自分のふるさとの自治体はどうかなと、設楽町のホームページをのぞいたよ、

という声もありました。ウエブ上には、全国のふるさと納税を一覧できる専用

サイトがあり、これを見て魅力的な自治体にふるさと納税をする人もあるとの

ことです。 

   設楽町でも、これまでのふるさと納税制度への取り組みを反省し、改善策

を講じると聞いています。前向きな方向ですから、協力体制をしいて効果を上

げたいものです。 

   では質問です。これまでの取り組みの問題点は何でしたか。それをどう改

善するのですか。２番、成功事例としては、ふるさと納税者にお礼として特産
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品を贈る方法、自治体の魅力的なプロジェクトを推進するために募金を募る方

法などが目立っています。では、設楽町は何をするのですか。そして期待でき

る効果はどんなことですか。３番、ブランド化事業、先ほどからの質問にも取

り上げられましたけれども、ブランド化事業との具体的役割分担はできている

のですか。以上を１回目の質問とします。お願いします。 

企画課長 金田議員の１番目の中学生議会の実現についての質問にお答えしたいと

思います。先ほどの渡邉議員の質問と重複しますけれども、その点は御容赦くだ

さい。最初の中学生議会の実現についてですけれども、将来を担う中学生から地

域の課題などの意見を聞くことは、大変大切であると考えています。この一つの

方法として中学生議会の開催があると思いますけれども、先ほども言いましたよ

うに中学校のほうのスケジュールも、このところさまざまな行事で目いっぱいと

聞いておりますので、町長との懇談会や役場執行部との意見交換会といった方法

も考えておりまして、議会にこだわることなく中学生の視点から貴重な意見を出

してもらい、これを行政に反映していくべきと思っておりますが、先ほども言い

ましたように、中学校のほうも行事等が多くありますので、中学校側の意見を尊

重して、例えば中学校側から議会開催の要望等があれば対応してまいりたいと考

えております。 

   ２番目のマネジメントの話ですけれども、中学生議会は、中学生に議会や行政

の意義やしくみを理解してもらって、地域や政治への関心を引き起こすという目

的に加えまして、中学生が町の課題を発見し、それを解決するために行政側と意

見交換をする機会を持ち、地域づくりに反映させるという目的もあわせ持つもの

と考えますので設楽町の役場の場合は企画課が適切かと考えております。 

   新議場を供用開始する来年度に実現してはどうかということでありますが、先

ほどの実現性のところでも申し上げましたとおり、中学校側の意向によりですけ

れども、一過性のイベントに終わらないような、何らかの方法を考えていきたい

と思っています。１番目の質問の答弁は以上です。 

町民課長 高齢者・障害者福祉関係事業者の育成についてにお答えをいたします。まず１問

目の、10月に認可した相談事業所を町の委託事業とするか、という質問でございます。  

設楽福祉村キラリントープに10月１日に開所した相談支援事業所「生活サポートセンタ

ー名倉」について、平成26年度予算の中で、設楽町の委託事業所として位置づける予定

で進めております。町としても、障害者の相談支援事業が充実していくことには大変期

待をするものであります。 

   ２つ目の、介護者の負担を軽減するサービスの提供は足りているか、ということでご

ざいます。介護者の負担を軽減する制度としては、ショートステイ施設、デイサービス

施設が愛厚ホームなどの施設へ設置され、稼働をしております。また、介護者が健康診

断を受けるための補助制度もつくられております。 
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   一方で、施設入所に関して、高齢者の介護サービスの需要と供給に関して、愛厚ホー

ム設楽苑で、11 月末現在で、119 名の入所待機者があると聞いております。また、本地

域では集落が点在している山間地であり、介護保険サービス事業所にとっては採算性が

低く、加えて事業者が各種資格者を募集しても集まりにくいと聞いております。このよ

うな状況で、都市部と比較して事業者の進出が見込みづらく、特に施設サービスについ

てサービス提供が足りていない状況であると認識をしております。障害者介護面でも同

様な状況であります。 

   ３つ目の、サービスつき高齢者住宅のような親・家族を失った障害者高齢者が生活で

きるような施設を整備するか、という問でございます。現在、高齢者介護のためのグル

ープホームとして、清嶺地区の「グループホーム設楽の家」、名倉地区の「グループホー

ム設楽名倉の家」に、事業者が参入をしております。 

   介護施設のサービス提供体制については、今後、平成 27年から 29年を計画期間とす

る第６期町介護保険事業計画策定の中で、介護保険事業計画策定委員会、地域包括支援

センター運営協議会、地域密着型サービス運営委員会での議論を踏まえながら、検討を

していきます。なお、この計画については、国の介護保険一部改正案ですとか、東三河

広域連合設立の動向を見極めながら、来年早々から町の委員会を開催して、検討してい

きます。 

   障害者の介護の面では、地域密着型の小規模グループホームのような受入施設へ事業

者が参入するのを町が支援する方法がとれればよいと考えております。 

   また、障害者用グループホーム用に住宅改修をするような場合、愛知県が規制緩和す

る方針を打ち出していますので、事業者が参入しやすい環境に向かっているものと思っ

ております。 

   次の、お世話をする人、事業者を育成するか、という問でございます。毎年住民を対

象とした家庭介護教室、それから事業者を対象とした各種専門研修を町主催で実施をし

ております。今年度の実績として、７月に事業者職員を対象にして介護支援専門員研修

を５回開催し、延べ 78名が参加をしております。 

   住民向け家庭介護研修では、５回のコースで 11月から 12月中旬まで実施をしており

ますが、毎回15名程度の参加をいただいております。 

   将来的には、介護研修を積んで、ヘルパー資格などを取得した人が、就労の機会が広

がるよう環境整備を進めていきますし、また、看護医療関係への進学のための奨学資金

制度も積極的に活用されるようにＰＲをしていきたいと考えております。以上です。 

企画課長 ３番目のふるさと納税制度の積極的活用という御質問にお答えさせてい

ただきます。初めに、ふるさと寄附金、ふるさと納税制度に関して簡単に説明さ

せていただきます。この制度は、確定申告を行っていただくことで、都道府県・

市区町村に対する寄附金のうち、2,000 円を超える部分について、一定限度額ま

で、原則として所得税と合わせて全額が控除されるというものであり、全国的な

制度であります。最近、新聞でも、先ほど金田議員言われたように、掲載された

ことから御存知の方も多いと思っております。それでは、質問にお答えさせてい
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ただきます。 

   最初の取り組みの問題点、どう改善というところですけれども、初めに、愛知

県 54市町村の取り組み状況から御報告いたします。寄附者に対し、後日利用でき

る入場券とか招待券、または特産品をお礼として送っている自治体は 54市町村中

８市町村あります。そのうち、寄附額に応じ特産品の種類を変更している自治体

は、新城市、田原市、北名古屋市、豊根村の４市町村であります。他の自治体の

取り組み状況では、寄附者に対して広報紙を送ったり、感謝状の贈呈というのが

多く、我が設楽町もそのうちの一つであります。よって、このことから、これま

での取り組みが他市町村に特別に劣っていたというわけではなくて、より活用し

やすいように改善していくという方向で検討しております。 

   それから改善を検討するに至った理由ですけれども、昨年度、企画課と商工会

の担当者間で、あるいは町長と商工会員の若い経営者との懇談の席なんかで、商

工業に対する地域の課題を検討した際、顧客となる人口がどんどん減ってきてお

りますけれども、かといってインターネットで販売を行って各商店で実施すると

いうことは、売上と人件費を考えた場合、現実的ではないという課題があり、そ

こで、今年度に入り、ふるさと納税制度を活用し、インターネット販売の検証を

行うということを企画課のほうで検討してまいりました。当町の取り組みに関す

る課題につきましては、ＰＲの方法と寄附者、寄附してくれる方の納入方法の利

便性の向上だと考えております。 

   まず、ＰＲの方法に関してですが、これまで、特異的な取り組みを実施してい

たわけではございませんので、町のホームページに掲載する形でとどまっており

ました。平成 26年度の当初予算に今のところ要求しておりますので、確定とは言

い難いわけですけれども、今後は、物品や生産者コメントなどを掲載したチラシ

を作成して、設楽町に縁のある企業などへお配りし、ＰＲしていけたらと考えて

おります。ふるさと納税には、全国的なポータルサイトが存在しております。し

かしながら、全国の事例が掲載されているため、効果を出すためには、サイトが

提案する特別広告などを利用する必要があると考えられますけれども、高額なた

め、今後の検討課題ということに今年度はさせていただきました。 

   長野県の阿南町を例にならい、町に関係ある企業などへチラシの配布に心がけ

ますけれども、より効果を高めるために、議会の皆様にも御協力をいただければ

と思います。 

   次に納入方法の利便性についてであります。これまでは、当町へふるさと納税

を寄附しようとした場合、希望者は役場へ電話を入れて、住所、氏名など確認後、

納入通知書を送っておりました。今後は、多くの自治体が取り入れているＰＲチ

ラシに全国の郵便局で利用できる振込票を印刷して利便性を向上させたいと郵便

局と現在調整をしています。 

   ２番目の、事例として、特産品を贈る方法、プロジェクト推進への募金等が目

立っている。設楽町は何をするのか、という質問ですけれども、特産品の募集に
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関してですが、これまで農協や森林組合、商工会などの組合組織に宣伝させてい

ただいているほか、12 月 19 日発行の広報したら、町のホームページで募集をさ

せていただきます。これは、個人事業主の方も対象としております。複数品、例

えば、お米なら品種ごとの選出も可能であります。募集させていただく特産品に

は次の要件をつけていくことを考えております。１番目が、地域内で生産・加工

されたものに限るということ。二つ目が、地域内で利用できるもの。これは、例

えば草木染の体験だとか、こんにゃくづくり体験、体験農園などを想定しており

ます。次に特産品の種類についてです。成功事例では、わかりやすく１品に絞っ

ているところと多品目を選択できる形の２種類があります。当町では他品目を選

択できる形を選択し、寄附額に応じて１万円以上２万円未満、２万円以上３万円

未満、３万円以上という３コースを一応考えておるんですけれども、それぞれ送

付させていただく特産品の額を決めて、行いたいと思っております。送付の方法

ですが、寄附の納入確認と選んでいただいた特産品を確認後、特産品を選出した

事業者へ連絡して、事業者みずから特産品を送っていただきます。よって、特産

品の選出には送料と商品価格、消費税などを含んだ形で選出していただいて、事

業所から伝票の写しだとか、請求書を役場へ提出していただいてから、当該料金

を支払う形をとることを検討しています。 

   この事業に期待することですが、それは、この地域の景観や人の営みを将来に

つなげるということであります。関係する事業、人の営みを継続していくために

は、各事業所の後継者の存在が必要であり、大きく捉えれば設楽町の存在の継続、

あるいは過疎対策に資するということであります。その一つの手段と考えており

ます。 

   ３つ目の、ブランド化事業との具体的役割はできているかということですけれ

ども、役場組織として、この事業の検討に際し、常に意見調整をさせていただい

ております。ブランドとは、お客様が当方の提供する商品に信頼をおいて選んで

いただくことで、成り立つと考えております。そのため、生産者コメントには消

費者の方に生産方法など安心・安全が伝わるようなコメントを期待しております。

また、この事業に関して、何がどれだけ選んでいただけたのか、数字で答えが出

ます。どのようなＰＲの方法が消費者に訴えていくのがよいかなど、検証可能だ

と考えております。このような情報をブランド化事業へ提供し共有していくこと

が役割分担の要であると考えています。以上です。 

２金田 それでは引き続いて再質問させていただきます。まず中学生議会のことにつ

いてですが、聞きようによっては中学校の要望があればとか、中学校が忙しすぎ

るからとか言って、なんか中学校に責任ていうか転嫁しているように思えるんで

すが、私の提案が中学校にもお願いして、住民としてこれから住民自治を、先ほ

どから午前中の質問でも出ているようにタウンプロモーションにしても自助努力

にしても皆住民たちが自分たちで考えて自分たちで行っていくっていう、そうい

うふうにならなければならないので、地方自治、自治の市民性のあるっていうか
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公民という住民、町民になるための基礎勉強ということで、ぜひ学校にももちろ

ん働きかけると思うんですが、行政、あるいは私たち議員も責任があることです

ので、ぜひ体験的な場として中学生の時代から学んでもらえるようなものにして

ほしいなっていうふうに思っています。それでは町長さんが意見を聞いてくださ

るっていう懇談会とかそれではちょっと足りないのです。住民自治の仕組みをき

ちんと学んでいくためには、やっぱり議会の形式をとることが望ましいと思って

いるのですが、学校のほうに学校の御都合を聞いたり、努力をしてもらうような

働きかけをするようなおつもりはありませんか。学校から来るのを待っているの

ではなくて。この点についてはどうですか。 

企画課長 教育現場に基本的には押しつけることはできないって私は思っておりま

す。呼びかけることは校長会において、こういうことが可能ですかねという問い

かけはいつでもできることでありますので、実はうちのほう議会だけではなくて、

広報のほうで子供の視点で何か記事が書けないかということで、子供のページを

設けようと計画したんですが、やはり忙しいということで、なかなか御参画はい

ただけなかったという事実がありまして、なるほど私の子供もまだ中学生ですけ

れども土日ほとんどいませんので、果たして可能かなという気がしております。 

２金田 私もいい加減に質問したくなかったので、中学校にヒアリングに行ってまい

りました。今の広報誌にっていうページですけど、丸投げしてしまうのは全く無

責任ていうか、学校に押しつけるということなので、やっぱり学習の成果、学校

での学習の成果や生活の実態っていった地道な道筋でもって発想してもらうこと

を大切に考えていかないといけませんので、例えばですね、新城市の６中学校の

今年度の質問内容を分類してみますと、総合学習で取り組んだテーマ、これをも

とにして質問を組み立てています。それからある学校では公民の、さっき１回目

の質問で言いましたが、公民の地方自治のことを学ぶ、その学習時期が今ごろに

なっていますので、ちょっと３年生の今ごろなので、質問するのには遅すぎるの

で、学校で時間を前倒しに調整してくださって、３年生の早い時期に公民のその

地方自治の勉強のカリキュラムに直してくださって、公民の勉強等をもとに質問

を組み立てているもの等がありました。校長先生方の感触も公民を担当していら

っしゃる先生方の感触も、これはよいことなので、工夫してやれたらいいなあと

いう私のヒアリングのほうでは感触でしたので、それを学校で全部やれよってな

っちゃうと大変なので、具体的にもアドバイスしてほしいとか、そういうことは

公民の先生からも聞いていますので、これはまた詰めていくことだと、細かいこ

とは詰めていくことだと思いますので、ぜひさっき課長がおっしゃたようにイベ

ント的に一過性のものとかって、そういうふうではなくって、うちの町の住民を

ちゃんと育てる。地方自治の力を育てるための基礎学力を学ぶ場っていうことで、

中学生では公民で位置づけられていますので、それを学習したことをやはり先ほ

ども出てたＯＥＣＤの学力検査ではないですけれども、応用力のある人間にして

いかないとだめだっていう時代に来ましたので、ぜひ子供たちが学ぶ、非常にす
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ばらしい学びをしていますので、その応用力の場としてぜひ実現の方向でってい

うふうに私は考えてここで提案しているのですが、学校へ丸投げじゃなくって、

行政も私たち議員もそれから学校も三者が歩み寄ってっていうかな、子供たちの

ことを考えてっていう方向でマネジメントしていただくことはできないでしょう

か。 

町長 金田文子議員の中学生がこの町でこれから住み続けて、将来にわたってそうし

た町を思う、そうした能力を高めていただき、そしてこれからの世代で活躍をし

ていただける、そうした人材を育てるためにも議会というところの場へ経験を踏

んでいただいて、我々町行政の執行者と議論を取り交わすということも大変いい

勉強になると思いますよという御提案は理解ができます。そういうことも必要だ

ろうと思います。そういう勉強というか教育の部門でそうしたものを習得する、

また経験を積むということは町政を行う者の執行者としては当然必要であろうし、

これからもそういうことも考えの中に入れていかなければいけないというふうに

は思います。しかし一方では学校の教育部門の中でそういうカリキュラムとして

社会勉強、そして知識を高める、議会というものはこうだと、地方自治はこうだ

ということも学校の教育の中で位置づけられて先生方が必要だというふうに思わ

れることは、一方では教育者としてのお考えもあるでしょうから、それは尊重し

ないかんなと思います。したがってですね、先ほど課長も申し上げてるように別

にこれを拒もうという、そんな気持ちでおるわけではないんです。学校としての

やはり年間を通しての授業計画ですとか、今言われる教育の方向性、また必要性

というものは学校独自でもお考えあるだろうということですので、それを尊重す

る中で我々行政を行っていく者としてはこうした機会があれば捉えてそういう場

所をつくっていくということは拒む話ではないし、望むところだなというふうに

は思っております。 

２金田 学校とかみんなほかの住民を尊重していただくっていうそのお言葉は大変

美しくて大変ありがたいことですけれども、中学生議会については隣の市町につ

いてもやっぱり首長さんの強い願い、若い世代の人たちの意見を聞き子供たちを

育てたいと強い願いで学校のほうにお願いして実現したという経緯もありますの

で、学校のせいばかりにしないで、どうか努力をしていただきたいというふうに

思います。 

   続いてですが、１点注意していただきたいのはですね、企画課長はもうイベン

ト的にはしないっておっしゃったのでありがたいです。そのお考えそのものでい

いんですが、ある町の中学生議会ではね、子供たちの発想が自分の生活から離れ

てしまって、ある一つの成功事例があったんですね、政策として取り入れられた

成功事例があって、それが観光振興などにつながる、町の活性化とか観光振興と

いう大きなテーマだったために２年目からの子供たちがそういうことにとらわれ

てしまって、学校数も少なかったせいもあって、自分たちの生活から離れてしま

って大変難しくなっちゃって、大人のほうから見ると大したいい意見が出てこな
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いからっていうので、実は議員のほうからいい意見がないから、もうそんな毎年

やっちゃあ気の毒だでやめたらどうかっていう意見が出ているということを聞き

ました。ところがですね、保護者の方に伺いますと、これは全く大人の側の指導

側、助言側のミスですよねって、子供たちのせいじゃないですよね、本当に子供

たちがそういうふうに大きなテーマでないといけないようなふうにミスリードさ

れてしまっただけなので、残念ですとお母さんが言っておられました。細かい自

分の通学の安全だとか近所のことだとかっていうそういう小さなこと、住民生活

から発想したものが政策の原点であるっていうことを行政の人も議員さんも教え

てくれないと悲しいなっていう、実に鋭い親の意見を聞きましたので、とにかく

やっぱり子供たちは戦力です。私たちの。保護したり助けてやったりするってい

う以上に子供たちは学んでいるし能力がありますので、やっぱりその力を引き出

すという方向でぜひお願いしたいと思います。学校へだけ学校の意見だけを待っ

ているのではなくて働きかけもぜひよろしくお願いします。 

   続いてですね、委託の問題でいいですか、相談支援事業の委託の問題で、これ

はもう本当にありがたいことです。とてもありがたいことです。町民課の皆さん

があるいは保健センターの皆さんがいろいろなことを私たちにサジェスチョン、

示唆してくれたおかげでみんながいろいろ考えるようになりました。相談支援事

業の委託については今まで社会福祉協議会だけが委託先だったのですが、非常に

難しいケースなどがあったりして大変です。ケアプランつくるだけでも大変だし、

ケアプランをつくるところになればお金の収入にもなるんですが、ケアプランつ

くるところまでいかない相談もややこしいのがいっぱいありますので、２ヵ所に

なったっていうことは本当に相談受ける方々も負担が少し軽くなり、助かるので

はないかなっていうふうに思っています。特にですね、今まで私たちは社会福祉

協議会に何でも頼っていたし、何でも投げていたと思うんですけれども、今度は

社会福祉協議会と生活サポートセンターの両者が連携しあってやるっていうこと

になりましたので、この２つの事業者と町の担当の方ですかね、がうまく上手に

コミュニケーションしていただかないと、ただ委託しましたってお金こんだけで

すっていうだけではうまく進んでいかないと思います。設楽町の相談支援全体に

責任を負えるシステムをつくるっていうことが大前提ですので、具体的にどのよ

うに分担し合って担っていけばよいのかということは話し合っていらっしゃるの

でしょうか。それをしないと委託費も決まらないかなと思うんですがいかがです

か。 

町民課長 平成 26 年度当初予算に盛り込むためにそういった地域分けですとか、委

託内容の問題、それから金額の問題、そういったものを今協議中で詰めておりま

す。まだはっきりするところまではいってはおりませんけれども、もちろん片一

方は名倉、片一方は田口の社協ということもありますので、地域的な区分け、そ

れから今までどこに相談しておったかというような過去の経緯も、単純に地域で

分けると支障が出てくることもありますので、今までの経緯も踏まえながらの仕
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分けということで、それぞれの事業所が有機的にといいますか、機能的につなが

って相談がうまく進めるような態勢を今協議をしておるところです。 

２金田 ありがとうございます。担当の若い職員の方も課長さんもこういう分野の経

験は浅いのですけれども、非常によく耳を傾けてくださって真摯に取り組んでく

ださるので本当ありがたいと思います。やっぱり大ざっぱにぼおんと投げている

だけでは、どうしようどうしようどうしようって言ってるうちに時間が過ぎてし

まうので、両事業者と担当の方が本当に膝を交えてよく話し合うっていう、コミ

ュニケーション不足で失敗するっていうことは今までにもいっぱいありましたの

で、コミュニケーションを十分とっていただき、いい具合にスタートできるよう

によろしくお願いします。そしてその後やっぱり結局その相談かける住民のほう

にＰＲがわかってないと、内容がわかってないといけないので、またその住民の

ほうへの周知等についても丁寧によろしくお願いしたいと思います。最後に施設

の、この福祉政策についての最後ですが、施設の不足はもう否めませんよね。私

たちの町はお金もないし人間の数も少ないので本当に困ったなあどうするやあっ

て思うんですが、本当にみんなで危機感を持たないとあと 30年間を乗り切ればな

んとかなるといわれてます。今団塊の世代が 60代ですので、60代半ばですので、

この人たちが、変な話しですが自然に天寿を全うしてお亡くなりになると高齢者

の数がぐっと減りますので、今からの 30年間が勝負なんです。あと５年後とか言

ってたんでは遅いんです。今からの、今もうすぐスタートしないとだめなんです。

国の制度とかいろいろ待ってるってこともあるんですが、うちは倍も高齢化率が

進んでいますので、鳥取とか島根とかああいうところと違って愛知県はなんか豊

かなところなので、そんな高齢化率が高くて悩んでいるところがあるなんていう

のは、ちょっと影が薄いっていうことはそうなんですが、みんながやってくれる

のを待っているのでは間に合いませんので、なんとかですね、この 30年間を乗り

切るためにですね、具体的なサービスの供給計画とか資金、小さくても地域密着

型の施設をつくるとか、宿泊つきのデイサービスにするとか、いろいろな方法は

現場の方に聞いていただければわかると思うんですが、そういう高齢者福祉サー

ビスの今後 30年間を乗り切っていくための供給計画とか資金計画については、福

祉計画の 27年の見直しっていうことももちろんその中に入りますが、どんなふう

に執行部の方はお考えなんでしょうかね。 

町民課長 あと二十数年、30年でピークがくるということは、私どもしっかりと把握

をしております。その中で施設整備ということになりますと、先ほど申し上げま

した介護事業計画の策定委員会ですとか、そういったところを経て計画づくりを

しまして、事業者参入を見込むわけなんですけども、こういった地域ですので、

町が来てくださいという意思は持っておりますけども、なかなか事業者の参入に

至らないところが多くなっております。しかしながら、ただ参入するのを手をこ

まねいているわけではなくて、町の支援策というのもしっかり検討していきたい

と思っておりますし、先ほど県のほうの規制緩和、小規模の施設をつくるときの
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規制緩和が進むという明るい材料もありますので、そういったものを見据えなが

ら町の支援も検討していくという態勢で考えております。 

２金田 県のほうも現実の世の中の様子を反映した規制緩和だと思いますので、ぜひ

先頭切って検討していっていただきたいと思います。こんな声も、名倉でグルー

プホームができたので、うれしいんだけれども約 10万円毎月お金かかりますよね。

毎月毎月。これを数ヶ月なら持つと思うけど何年続くかわからないので、毎月毎

月 10万円払えないなあって思っていらっしゃる高齢者もあるし、それから息子さ

ん世代の方からも相談受けました。毎月 10万円ずつ負担していくっていうのは僕

んとうの暮らし壊れちゃうかもしれんていうふうにおっしゃってましたので、こ

れ本当に私、特に女性だから思うのかもしれませんけれども、私ら世代は年金も

旦那さんの扶養だったっていう方が多くてですね、自分が 60歳まで働いて満額年

金もらえるっていう人は少ない時代なので、本当に困ってしまう。20万円とか払

える介護つきのとこみたいなホームに行ける人はほんのわずかで、すごくわずか

で、ほとんどの人がグループホームの 10万円も毎月毎月っていうのはきついなっ

ていう方たちがこの後たくさん出てくるので、そういった点にもちゃんと、自分

とうで考えりんとか、息子や娘がおるだもんであんたんとうで考えりんじゃなく

って、支援がしていただけるように十分に考えてほしいと思います。よろしくお

願いします。 

   では最後にですね、ふるさと納税制度のことについては詳しく話していただき

ましたし、まだ始めてないので、あれこれ言ってみてもしょうがないので、目標

っていうかな数字的なデータを得ることができるっていうことですし、それから

事業者さんの声、納税者さんの声が反映できるようなシステムになっていること

ですので、やりながら、５年たってとかそういうふうではなくて、毎年毎年評価

を、事業評価をしてそれをフィードバックしていっていただきたいと思います。

外の方が設楽町ってすばらしいなって思ってくれるのと同時に設楽町の人たちが

特産品をよりよいものにしていくっていうインセンティブ、動機づけになるよう

な仕組みでやっていっていただきたいと思います。これはそんなこと当たり前ち

ゃ当たり前なんですが、思ったり言ったりするのは簡単だけど、実際にやるのは

本当大変なので、実行できるようによろしくお願いします。特にプランしたので、

今度ドゥーしますよね、そしたらチェックして次のアクション、ＰＤＣＡサイク

ルをきちんと実践していってほしいと思いますが、その事業のそのＰＤＣＡサイ

クルのようなやり方についてはどのようにお考えですか。 

企画課長 我々が抱える事務の中でこれはそのサイクルではやりやすい事業だと思

いますので、やっていく覚悟ではおります。ただし今、金田議員が言われたポイ

ントとなる部分はやっぱり住民のほうにかかってきておりますので、一緒にでき

るような方策を考えていきたいと思います。以上です。 

２金田 一緒に考えてだけではなくて一緒に歩んでいくようにみんなで頑張りまし

ょう。名指しであれなんですけど、企画課の職員と町民課の職員については、お
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ばさんたちの活動家たちでは信頼が非常に高まっています。つまり一緒に活動し

てくれるからです。ぜひ住民を尊重する、接遇の話もありましたが、住民を尊重

し力の足りないところを伸ばしながらいくような支える職員であっていただける

よう御指導をお願いいたしまして質問を終わります。ありがとうございました。 

議長 これで、金田文子君の質問を終わります。 

                                      

 

議長 次に、10番田中邦利君の質問を許します。 

10田中 横山町長が当選しましてから初の定例議会になります。立場は違いますけれ

ども、私からも「当選おめでとうございます」と、申し上げておきたいと思いま

す。心して今後町政を担当されるよう要望して、以下２点について質問をいたし

ます。 

第１に町長選挙結果についてであります。横山町長は、得票数 1,991票、得票

率 51.94％で当選を果たしました。２位に倍近くの差をつけての当選という見方

もありますが、２期目の現職は強いと言われる中で、得票数を減らし、得票率 52％

というのは、大方の予想を裏切るものでありました。かろうじて 50％を超える結

果にとどまったということは、実に厳しい選挙結果が出たと言わざるを得ません

が、町長は、この選挙結果をどのように受け止めているか、お尋ねします。 

   町長は過去４年間の実績について選挙前の議会で尋ねられたところ、自己採点

を 85点としました。 

（「80点」と呼ぶ者あり） 

10田中 80点か。85点じゃなかったですか。失礼しました。80点だそうであります。

しかし、自己採点とは裏腹に、町民の横山町政に対する評価は極めて厳しいもの

があったと認識するべきであります。なぜ、そうなるのか、苦戦の原因を個人的

に指摘すれば、第１に、ダム関連事業の推進に重点が置かれ、高齢者福祉や住民

生活を守る点では住民の期待に応えていないことがあります。対立候補の前副町

長は「ダムに頼らない町づくり」の政策を掲げました。第２に、安心して暮らせ

る町を目指すというのが町長１期目のスローガンでありましたが、どこに安心し

て住み続けられる設楽町があるのか。高齢者にとっていよいよ不安になってきて

いるというのがこの町の現実ではないでしょうか。第３に、ダムで栄えた試しは

ないと言われますが、町民に恩恵に浴しているという実感はなく、文字通り設楽

町は衰退の一方です。こうした不満が選挙結果にあらわれたのではないでしょう

か。第４に、幹部職員や医師の相次ぐ中途退職など、「役場の中はどうなっている

のか」との批判や不安の声が高まっていました。町長の統治能力が疑問視されて

いたのです。自分がよかれと、また、よくやっていると思っても、町民の審判は

厳正と思わなければなりません。厳正な審判を謙虚に受け止め、反省すべきは反

省することが政治家にとっては重要なことではないでしょうか。町長たるもの、

勝てば官軍ではなく、これまでの町政運営・政策遂行の上で、何が不十分で、何
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が問題だったか、深く考えをめぐらせる政治姿勢が求められます。過去４年間の

町政運営・政策遂行で反省する点があったとしたらどんな点かお尋ねします。 

   次に今回の町長選挙で町長は、議長名での山口議長の推薦を要請したと聞きま

す。しかし、議長名の推薦は議会がこぞって、あるいは大多数の議員が支持して

いることが前提条件です。今回の議長名推薦は有権者に誤解を与えかねないもの

でした。実際は他候補支持、中立を表明した議員が半数、町長支持が半数でした。

町長の要請は、こうした実情を無視し、かつ町長に対する牽制機関としての議会

にまったく配慮を欠いた行為ではありませんか。お答えください。 

   さて、選挙後の施政方針では、選挙の反省もあってか、高齢者対策を重視する

と述べられました。これは、歓迎するものですが、選挙公約の介護施設の設置充

実、認知症防止組織の強化だけでは、高齢者対策を重視したことにならないので

はないでしょうか。もっと総合的な高齢者対策が表明されてこそ重視することに

なります。具体的には何をやろうとしているのか、この際、説明していただきた

い。第１の質問では以上４点について質問するものです。 

   高齢者対策を話題にしたところで、第２に、高齢者の買い物支援について質問

をいたします。買い物支援には、大きく言って、移動手段の確保と、買い物を代

行して自宅まで届けるという２つの支援策があります。今回の質問では、後者の

代行支援策について取り上げたいと思います。かつて各集落にあった日用雑貨や

食料品を扱う店はほとんどなくなり、中小都市に自動車で買い物に出るのが一般

化する中で、車に依存できない高齢者は多くの問題を抱え、買い物弱者、買い物

難民となっています。近くに商店がある田口地域のようなところでも、買い物弱

者は存在します。高齢になると重いものは持てなくなるそうであります。買い物

袋を下げるのさえ苦痛になってくると言います。シルバーカーを押しながら買い

物に行っても、野菜や日用品を詰め込むと重くなって、帰り道に苦労している高

齢者の方の姿を目にすることがあります。町の資料によりますと、65歳以上の方

が 2,408人で、高齢化率は 43％です。ひとり暮らしの高齢者は 576人で、高齢者

のみの世帯は 445人。高齢者の 44％が独居または高齢者のみの世帯となっていま

す。これらの人々が、設楽町に安心して住むことができるようにするために、高

齢者の買い物困難の問題を解決することが求められています。それは、年をとっ

てひとりで暮らすことへの不安が解消されない限り、人口は流出し、老人施設へ

の需要が限りなく広がっていくという他の大きな問題に発展していくからであり

ます。設楽町は、広い町域を抱えて、買い物弱者が抱えている問題もいろいろで

すが、これから高齢者になっていく人のためにも、実効ある買い物支援策を実施

して、安心して日常生活が送れるような施策を展開していくことは町政として喫

緊の課題になっていると思います。 

   そこで、以下の質問に的確にお答えください。まず第１に、高齢者の買い物困

難者の当町における現状はどうか、お尋ねします。次に、支援の必要性について、

町はどのように考えるか。認識をお尋ねします。第３に、支援策をとるとしたら、



 47 

どのような方法があるか。このことについては全国各地の市町村がさまざまな取

り組みを展開していますが、設楽町で実施するとしたらどのような方法があるか

お示しを願いたい。第４に、実施に当たって、どのような問題・課題があるかを

伺いたい。実施したのはいいが、思ったような成果が上げられなくて、事業が頓

挫している例が多く見られます。第５に、だから、アンケートや聞き取りなどに

よるニーズの正確な把握、住民参加のワークショップによる実施要領の精密な詰

めなど、用意周到な調査研究や準備が必要なのです。こうした支援策の具体化の

ために調査研究を行う用意はあるか、お聞きをします。最後、第６に、結論的に

言って、町として高齢者に対する買い物支援の制度を創設する考えはありやなし

やをお聞きするものであります。自公政権下で進められた構造改革、「三位一体改

革」によって、地方経済の疲弊化とともに、地域社会・コミュニティ・家族の崩

壊が進みました。また、大型店の出店が野放しにされ、身近にあった小売店が廃

業に追い込まれました。その結果、買い物難民が生まれたわけで、原因ははっき

りしていますが、住民生活を守り、安心して暮らせる町づくりを目指す自治体の

使命として、買い物支援に積極的に取り組まれるよう要望して、第１回目の質問

とします。 

町長 １点目の田中議員の質問にあります町長選挙の結果についてということにつ

いて、私からお答えをさせていただきます。10月に行われました町長選挙、本当

に多くの皆様方に投票していただいて、新たにこの町長職という再選を果たすこ

とができました。そして大勢の皆様方に御支援をいただいたところでございまし

て、まずは多くの皆様方にお礼を申し上げたいというふうに思います。そうした

中にあって今回２期目立候補するについて、まずは１期、設楽の町長という役職

をどのように自分なりに捉えてこの町の将来に向けて自分の置かれた状況、そう

したものを考えたときにこれからの４年間、町長として責任ある行動で町のため

に何とか力を出して地域のために貢献していきたいと、こういう強い思いが起き

た中から立候補させていただいたところでございます。そうした結果、申し上げ

たような結果になっているわけでございますが、御質問の中にありました得票を

後退させた選挙結果についてどう思うかということでございます。確かに先回の

得票数と比較すれば数からして減少となりました。これは総得票総数そのものも、

有権者数も約 480、500に近い人が少なくなってきた、そんな中の選挙になってき

たわけでございます。それはともかくとして、この結果についてはこれは私への

批判であり、このことは謙虚に受け止めなければならないと思っております。そ

れと一方では今後この町政に対して、さらに飛躍し頑張るようにという期待を込

めていただいた願望も含めての投票数であったのかなということで、その結果が

今回の投票数であったというふうに感じております。２つ目に質問をしていただ

きました過去４年間の町政運営、また政策遂行での反省点は何か考えがあるかと

いう御質問でございますけれども、私も過去４年間町政を担ってきた中で私なり

に一生懸命努めてまいったという思いは持ってはおります。しかし、取り組んで
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きた業務に対してその状況ですとか実績など、その情報が行き届かない、それが

ために評価に結びつかないことが多くあったのかなということも感じております。

この点についてはやはり反省をしなければならないというふうにも思っておりま

す。また、政策遂行にあたってはマニフェストに掲げさせていただいた項目につ

いては、ほぼ進めることができたというふうには思っておりますけれども、まだ

完全に遂行できたとは思っておりませんし、そういう意味からいけば自分の点数

をつけるほどの仕事をやったなんていうことは自分では実際は力いっぱいだとい

うふうには思ってはおりません。したがって今後もこうしたやり残した課題も多

くあり、これらを他のマニフェストと一緒に引き続いて進めていけるように努力

をしてまいる所存でございます。しかしこれらの事業を進めていくことについて、

やはりもっと情報を前面に出して新しいことも取り組んでいるんだという、こう

した姿勢をあらわにしていくことが必要であるというふうに感じているところで

ありまして、どこかの記事にもありましたけれども、私の行おうとしているその

姿勢、それに対して私の名前にもありますように、同様、きらりと光る、そして

明るいイメージを前面に出して、「こうみょう」という名前に負けないようにこれ

からも一生懸命やらなきゃいかんことだなと思っているところでございまして、

今後こうしたことを進めるにも情報発信に努めていくように心がけてまいりたい

というふうにも思っております。それがひいては町の活性化、元気にもつながっ

ていくことにあるんであろうというふうに思ってもおります。 

   次に幹部職員が途中退職をしていく現状をどう捉えるかいうことについてで

ございますが、町職員として永年勤める中にあって職務として取り組んできた状

況ですとか、また今後の身の振り方などいろいろな視点で考えられる中で、退職

の道を選択される方もおみえになったんだろうというふうにも思います。私も町

の職員として経験が長く続き、途中でやめようかなあというふうに思ったときが

なかったわけでもありませんけれども、職員としてお世話になった以上、最後の

定年まで勤める気持ちが強かったです。それぞれ人には思いがあると思いますけ

れども、できれば町の職員として有能な皆さん方ですので、最後まで町のために

勤めていただけることを望んでいるところでもあります。次にさきの町長選挙で

ダムに頼らない町づくり、これを唱えられた方もおみえになったそうでございま

すが、どういう意図で言われたかは私にはわかりませんけれども、私も実はダム

に頼って町づくりを進めようとしているわけではありません。これは過去 40年に

わたってダムの議論が行われ、その中で建設同意に至ったことは皆さん御承知の

とおりです。その同意をする中で設楽町にとって犠牲だけをこうむり何のメリッ

トにもつながらないダム同意であるとするのであれば、恐らく町民は納得されな

いでしょうし、これを認めることはできないことだというふうに思っております。

そこでこれを認めるのであれば将来にわたって設楽町民にとっても有益的なこと

につなげることを目的として町内の、また将来の設楽町の地域振興施策をつくっ

てこれを約束させてきた経緯があります。私はそのときに携わった当事者として
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その責任を遂行する必要があると考え、これを唱え進めていこうとしているもの

でありまして、他の候補者の方の思いはわかりませんけれども、私の立場として

はこれを進めることが町民に対しての責任であるというふうに思っております。

３つ目にお聞きになられた議長名での推薦についてでございますが、選挙に向け

て議長さんを含め多くの町議会議員の方々にも応援をいただきました。私といた

しましては議会の皆さん方の御支援をいただけることは、町政をこれから進めて

いく一人の町民として、また町執行者としても大変ありがたいことだと感謝の念

を抱いたところでございまして、こうした形で推薦をお願いさせていただき、と

もに町づくりのために頑張ろうとされる思いがあって、これに応えていただいた

ものだというふうに思っているところでございまして、私といたしましては心か

ら感謝をしているところでございます。最後に今回の選挙で私の思いとしての高

齢者対策についてでございますが、今回の選挙公約にもこれを入れさせていただ

いております。設楽町の高齢化の現状と今後さらに高齢者が増加していく状況を

見たとき、在宅介護、また施設介護が今以上に必要となってくることが考えられ

ます。そこで私は今もう既に入所待機をしてみえる高齢者の方が多くみえるとい

うことで、特に施設介護を必要とされる方たちのニーズに応えるためにも、少し

でもこうしたことへの軽減化を図り、多くの方たちが施設入所ができるように施

設を誘致していく必要があるというふうに考えております。したがってこれの設

置に当たっては民間の企業をはじめ地域で立ち上がる法人組織等の方たちがいる

やにも聞いております。この方たちとの相談をさせていただく中でこうしたこと

への実現に向けて努力したいというふうに考えているところでございます。 

町民課長 高齢者の買い物支援についてお答えさせていただきます。まず１点目の高

齢者の買い物困難者の当町の現状把握でございます。一般的に買い物困難者とい

われる方は運転免許を持たず、独居、高齢世帯で近くに定期バス路線もなく予約

バス路線もなく徒歩で日用食料品を買いに行けない高齢者というふうに定義でき

ます。実際にその数を設楽町で推測しますと、自力で通院できない高齢者が買い

物困難者とほぼ同じであるというふうに判断をして大方間違いはないと思われま

す。その数は、移送サービスの利用者で約 25人、福祉タクシーの利用者で約 30人、合

計約55人というふうな数字が把握できます。 

   ２番目の支援の必要性であります。まず、高齢者の買い物支援の方法としては、商店

が出向く方法があります。実例を挙げますと、生活協同組合が実施している共同購買の 

制度、平成23年に設楽町商工会が行った「がんばれ商店街事業」で、豊邦地区へ３回の

移動販売を行っております。商工会による移動販売事業は、残念ながら現在は継続をさ

れておりません。 

   次に、高齢者を送迎する方法があります。現在、通院に限った利用の移送サービスと

福祉タクシーを実施しておりますが、買い物の足としては基本的に利用できない状況と

なっております。 
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   将来的には、運転免許を持たない高齢者の数は減る傾向にはありますが、在宅支援や

介護が必要になる高齢者は増加傾向と思われますので、全体的に買い物支援の必要者数

は減ることはないと推測できます。 

   ３つ目に、どのような支援策が考えられるか、ということでありますが、例えば、今

言いました送迎方式、買い物代行、それから業者が宅配する方式、それから移動販売な

どが考えられます。行政として支援できそうなのが、この中では送迎方式だと思われま

す。その他の方法は民間業者での対応がふさわしいと思われます。 

   実施に当たっての問題点、課題でございます。送迎方式で町が支援しようとすると、

現在の移送サービス、福祉タクシー、福祉タクシーは今年度で終了でございますが、全

町的に移送サービスに移ります。これが医療限定となっているため、その利用範囲を拡

大する必要が出てまいります。また、利用制限を大きく緩和しようとすると、予約バス

の利用者数が減ったり、平成 26年度から新たに始まる過疎地域有償運送事業に影響を及

ぼしたり、既存のタクシー事業者の営業干渉というようなことが心配をされます。 

   具体化させるために、調査研究を行うか、ということでございますが、実際の利用者、

先ほど申しました移送サービス、福祉タクシーの利用者に直接ヒアリングする方法がま

ず正確だと思われます。内部的には、利用制限を拡張することなど問題点についてよく

検討する必要があります。 

   高齢者買い物支援制度を創設する考えはあるか、ということでございますが、既存タ

クシー事業者の営業への影響や新規事業への取り組みということはなかなか難しいとこ

ろがございますので、１つの例として、既存の福祉タクシー、移送サービスの利用制限

緩和策ということで、第１目的は医療限定として残しますが、例えば通過経路内の１回

程度の買い物を可能にするとかという方法が考えられます。 

   それから、高齢者限定のタクシー代金利用補助制度というものも考えられます。利用

できる高齢者を要支援、要介護に限定するとか、１人当たりの利用回数を制限するとか、

いろいろ検討する課題はございますが、こういった制度が考えられるということであり

ます。 

10田中 まず町長の町長選挙結果についての答弁をお聞きしまして、非常に反省する

ところあると、いろいろ下手だったなあと、やり方がというようなお話でしたが

いろいろこちらも反論したいことはあるんですが、時間がありませんので端的に

お聞きしますが、今回の選挙を踏まえましてですね、今度 80点じゃなくて 50点

から出発するんだと、そういう決意というふうに受け止めていいですか。 

町長 点数で評価をする前に私は本当に町民の方々に応えられるよう、自分の持って

いる力をフルに、これからはもう先はないと、今しかないんだという思いの中で

自分ができること一生懸命やっていこうとその原点に立ち返ってこれに取り組ん

でまいりたいとこういうふうに考えておりますので、これが人が 50点からスター

トなのか、80点やったで満足しとるとかっていうことは、いろいろな思いで見て

いただけるとは思いますけれども、私はとにかく地域、設楽町のためにできるこ
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とを一生懸命やってまいりたいとこういうふうに改めて強い思いをいたしたとこ

ろでございます。 

10田中 他の質問の答弁につきましてはですね、例えば議長名での推薦ということに

ついては、感謝しているというふうなちょっと違うほうへすり替えて答弁されま

して、このことについては答弁不能なんだなあというふうに思いました。説明で

きないということであります。それから高齢者対策を重視するとこう言っておら

れましたが、高齢者対策っていうのは私は高齢者福祉を充実するというふうに捉

えておりましたが、違うんですね、これはね。要するに介護施設の設置、それは

福祉ですけれども、福祉っていうと全般がありますよね。そういうものに明るい

展望が持てるんではないかなというふうに思ったんですが、ただいまの答弁では

介護施設をもっとふやしていくんだというようなことでありましてね、これはち

ょっとがっかりであります。 

   それから買い物支援についてでありますが、ずいぶんあっさりと答弁していた

だきましたけれども、まずですね、そうすると私の質問の趣旨は、特に買い物支

援ていうのは二通りあって、１つは移動の支援とそれから買い物代行という支援

２つある。その中の買い物代行についてお聞きしたというんですが、それは全然

考えられないと、こういうふうな認識でよろしいですか。そういうお答えですか。 

町民課長 買い物代行をやらないというわけではございませんで、買い物支援策につ

いては、先ほど言いました送迎方式ですとか買い物代行、宅配、移動販売といろ

いろございますけれども、現在町が行っている施策から発展的に考えていくと、

送迎方式がまず時間的に短くできる施策ではないかというふうに考えました。買

い物代行ということになりますと、買ったものが重たいということもありますし、

例えば現金の授受、それからいろいろ要求される品物のやりとりということで、

本人の趣旨にあったものに 100％合致できるかというようなこともございますの

で、そこは例えば先ほども言いました生活協同組合というようなものがやってお

りますので、それはある程度自宅へ運ぶという制度もあるというふうに聞いてお

りますので、こういった買い物代行は、ほかの制度が行っているというふうに理

解をしております。 

10田中 あのですね、私、質問を６点ほど申し上げましたけれども、これは買い物代

行についての質問なんですよ。ところが今の課長の答弁では、そもそもその買い

物代行じゃなくて買い物支援全体について答えられたということで、本当の答弁

になってないんですよね、今からやり直せと言ってもあれですが、確かにですね、

移動支援をやることで買い物を容易にさせるということは重要でありましてね、

これはぜひ課長が言うようにですね、これは医療専門の移送サービスだから買い

物一切だめというようなかたくなな姿勢はとらずにですね、かなり柔軟に対応す

るとかですね、あるいはもう一回その制度、もう一回私ね、見直すというか、必

要があると思うんです。運送法でだめだとかね、いろいろ地元にタクシー会社が

あるから難しいんだとかいろいろ言われてましたけどね、じゃあそれがなぜ難し
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くてということをもっと掘り下げてですね、やれば道が開けて出てくるんではな

いかなと、例えば特区をやるとかね、そういう方法があるようであります。それ

はぜひ考えてほしいんですが、代行についてですね、今度買い物代行について考

えるとね、生協やっているから充足していると、こう言われるんですね、確かに

アンケートを商工会がとってもそんなに困ってるという人は、なかなかいなかっ

たとこういうわけなんですよ。これは当たり前なんですよね。本当に困ってたら

死んでしまうわけですから。その前に子供のとこ行ったり、あるいは老人ホーム

を見つけてそこへ入る。ただ設楽町じゃ入れんもんでよそへ行くと、こうなって

るんですね。だからいないんです。いない、要するに生きてる人ですから、どう

しても買い物はせんと１日、２日で死んでしまうわけですから。それは避けたい

もんで、次の手段をとって、そんなに切実な人はアンケートとるといないという

ふうな状況にはなってるかと思うんですね。それで生協の場合ですね、私一番、

かなり精力的にですね、お宅を訪問してそうした高齢者の一人世帯だとか高齢者

のみ世帯の要求に応えておることはすばらしいと思うんですよ。150円ですから

ね。消費税入れるともうちょっとになりますか、150円です。一般の方は 300円

払うんですがね、半額でやってあげると。いろいろ介護度だとかなんかで無料に

なるそうです。そういうサービスはね、してるんです。ただ設楽町の中の所得が

町外へ行くんです。その場合ね。それはやっぱり地域経済のこと考えると、やっ

ぱりもう少し違った方向に私は持ってくべきだと思うんですね。町の商工会やっ

てみたんですが、いろいろ困難な点が、言われるとおりありましてですね、なか

なかうまく行かなかったということですね。それで質問の中でですね、御答弁い

ただいたようにいろんな代行するに当たっての困難があるということなんですよ

ね。だからよく調査研究してかからないとこんなことは失敗するに決まっている

んです。そういうことなんですが、今後考えたときにですね、こういう制度、私

はね必要だし、設楽町に地域経済のためにとっても町内の何らかの機関がね、行

政が音頭とってやっていくことが必要ではないかなと思うんです。それで考えら

れますのは、いろいろあるんです。例えば介護保険使ってですね、ヘルパーさん

に買い物してきてもらうという方法は一番考えやすいんですが、これはですね買

い物だけではできないと、大体そんなことでヘルパーを使うと単価的にですねと

ても採算が合わないということだと思うんですね。それからね、シルバーさんに

聞いてみたら、時間 800円、交通費入れると 1,000円ぐらいだったらできますよ

って言うんですね。ただ、それだけ出せますかと。手数料としてそれだけはもら

いませんよと。ですから町が負担してもらわなきゃそれはできませんと。で、そ

れがあったらどうですかと言ったら、うにゃうにゃとお答えになってましたが、

できるじゃないかなという私はことを考えました。まだいろいろ他町村の例を調

べますとですね、ありまして、例えば社会福祉協議会がやる方法ですとかね、そ

れから埼玉県でＮＰＯや要するに地域のボランティアグループでですね、お助け

サポートみたいのをやってて共同で買い物をやると。これもですね、私、配食サ
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ービスやってますが、ボランティア募集するのは大変だと思うんですね。ただそ

ういう有志が集まる地域があればこれもできるかと思うんですがね。それでです

ね、いろんな困難は設楽町の商工会がやった例、それから長野県でもいろんなと

こがやって、うまくいかなかったという例がありまして、そこでですね、何が問

題で何が課題かというのはだんだん明確になってきてるんです。そこら辺も町民

課で把握していただきながらですね、買い物支援代行を町としてもね、調査研究

とか検討を進めていきたいと、こういう姿勢にはなりませんか。 

町民課長 もちろん先ほど送迎方式を説明させていただきましたけども、買い物代行

について調査をしないというわけではございません。もちろん使われる方が一番

便利で簡単に気軽に使える方法ということで模索をしていく考えであります。田

中議員と先ほど買い物代行と私が答えた送迎方式とちょっとかみ合わない部分が

ございましたけども、なぜそちらへ考えが向いたかということを説明させていた

だきます。移送サービス、福祉タクシーを利用している方は基本的にお医者さん

へ行けない人と先ほど申し上げました。その人たちは月に１回ないし２回使って

おります。ということは、月１回の買い物だとちょっと少ないと、中には２回使

っておられる方もおられると。２週間に１回ある程度の食材が調達できれば、こ

れは医者へ通うということも、買い物をするということも同じ土俵の上で考えら

れるんじゃないかなという理解のもとで、送迎方式の緩和策というふうに考えを

広げていったわけでございますので、買い物代行が面倒くさいというわけではご

ざいませんけども、いろいろクリアしていかなならん問題はありますが、今の制

度から発展型で考えると送迎型がいいんじゃないかという理解で進めました。 

10田中 質問の意図とは離れたんですが、なんで買い物代行に私が絞って言うかとい

うと、要するに福祉タクシーや移送サービスではいろんな制約があってできない

なあという気持ちがあったもんですから、それでこっちに絞ったんですが、課長

がね、それやるというふうに言えば、それはまあそれに越したことはないんです。

ぜひね、これは具体化をしていただきたいと、ただしね、月２回はだめだと思い

ます。２週間前に買った野菜がね、どうなってしまうかわかるでしょう。もうビ

タミン不足になることは受け合いでね、肉やなんかでも、要するに新鮮なものは

頑張って１週間、できれば３日に１回ぐらい。でないと健康が保てないんです。

特に高齢者は。そこら辺の回数もね、それはよく検討していただいて、もし移送

サービスなんかでそれができないということになれば、やっぱり買い物代行も考

えていかなあかんし、さらなる移動支援の方法をですね、考えていただきたいと

思いますが、従来の福祉タクシーや移送サービスの買い物の移動支援を医療に限

定することなく、買い物等にも広げていくと、こういうことは町長は、そういう

決断もうしていただいておるんでしょうか。 

町長 現行の移送サービス、福祉タクシー制度というのは、やはりこういう公の機関

で公的なルールに基づいて運営していくというのはこれは基本原則ですので、こ

れはきちっとやらないかん。だがそれを運営していく中で地域の人たちが利用す
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る人たちが利便性を図られるような枠が町としての判断でできるとするなら、こ

れはやはり言葉は悪いけど、本当はやっちゃいかんだけどここはいいだっていう

ような安易な言い方でなくてですね、町がこういう範囲であれば皆さんの需要に

応えられる、必要なことだというふうに町独自で判断をして、その運営に幅を広

げるということは町としても、これから判断をしなきゃいかんことかなというふ

うには思っております。したがって形にはめてがちがちで、これ以上のことはで

きないんだっていうような枠の中でずっと仕切ってしまおうという思いはありま

せん。やはり利用者の利便性が図れる枠を広げてそうしたものへの対応策という

のは町としてもこれから幅を広げる中で進めていくことは必要かなというふうに

思っております。 

10田中 時間がありませんから、あと端的にお尋ねしますが、実際言うとね、現在も

やられているような気がするんですね、移送サービスはね、それはいろいろ柔軟

に運用していただいとることもあるということはわかりました。ただね、やっぱ

り今の枠、例えば移送サービスは月２回しか利用できない制度になっているんで

すよ。こういうものはね、やっぱり１回見直しをしてもらわないと、週１回ぐら

いのね、医者通いとその帰りの買い物というのはできませんので、ぜひその点は

見直しをお願いしたいと思います。 

町長 そういった部分についての検討、見直しも含めて運用が、なるべく利用される

人たちにとっていい方向へ持っていけるように務めたいというふうに思います。 

10田中 以上で終わります。 

議長 これで、田中邦利君の質問を終わります。 

議長 お諮りします。休憩をとりたいと思いますが御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長 それでは 14時 50分まで休憩といたします。 

 

                            休憩 午後２時 38分 

                             再開 午後２時 50分 

 

議長 休憩前に引き続き、会議を開きます。日程第６、報告第 12号「専決処分の報

告について」を議題とします。報告について、説明を求めます。 

副町長 報告第 12号「専決処分の報告について」でございます。地方自治法第 180

条第１項の規定により、専決処分をしたので報告をいたします。 

   専決処分書のほうをごらんください。職員が公務において公用車を駐車場に入

れようとしたときに駐車していました相手方の左前部に接触をいたしました。物

損事故として損害賠償の請求を受けましたので相手方と協議の上、設楽町の過失

割合を 10割といたしまして、17万 5,509円の損害賠償金を相手方に支払いをい

たします。事故を起こした公用車につきましては、保険に加入しておりますので
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賠償金及び公用車の修繕代は保険で対応するものでございます。以上でございま

す。 

議長 説明が終わりました。報告第 12号の質疑を行います。質疑はありませんか。 

４夏目 お伺いします。事故が起きた年月日はいつでしょうか。 

副町長 発生の年月日は 25年の８月 19日、11時 50分ごろでございます。 

４夏目 事故が８月 19日ということでしたが、損害賠償の額が確定するのに、例え

ばですね、これは９月の 20日に専決処分されているわけですが、９月議会はたし

か９月 18日までありました。専決処分とは相当急ぎでなおかつ議会を開催するい

とまがない場合という 180条の規定がありますが、これに該当したんでしょうか。

要するに、それまでに９月議会に間に合って報告するならば、それは補正か何か

でやればいいんですけども、専決処分というものがこの時点でどう判断されたの

か、それが１点と、それからもう一つは職員の事故がたしか同じ名古屋で昨年の

12月なのか３月なのか２件ほど出てまして、相次いでこれで３件目を報告されて

いますが、その辺の対応策についてをお聞きします。 

副町長 先ほど読み上げましたけども、地方自治法の 180 条の第１項でございます。

第１項でございますので、御存じかとは思いますけども、議会から 50万円以下の

損害賠償の和解につきましては委任を受けております。ですので、専決処分をさ

せていただいたということでございます。 

   それから職員の事故につきましては、それぞれ気をつけるように指導はしてお

ります。全く事故がないというわけではございませんので、気をつけておる中で

起こった事故でございます。以上です。 

議長 ほかにございませんか。 

(なし) 

議長 質疑なしと認めます。報告第 12号は終わりました。 

                                        

 

議長 日程第７、議案第 76号「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについ

て」を議題といたします。本案について、提案理由の説明を求めます。 

副町長 議案第 76号「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて」、次の

者を人権擁護委員の候補者として推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３項

の規定により議会の意見を求めるものでございます。 

   人権擁護委員としまして、氏名、金田忠子でございます。この金田忠子委員の

任期が平成 26年３月 31日に満了することに伴いまして、引き続き候補者として

推薦するため議会の意見を求めるものでございます。金田委員につきましては、

６期務められております。平成８年４月１日から６期でございます。人権擁護委

員として経験も豊富でございますので、引き続きお願いをいたしたいと思います。

以上です。 
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議長 本案は、人権擁護委員の推薦について議会に意見を求めております。質疑、御

意見ありませんか。 

（質疑・意見なし） 

議長 意見なしと認めます。 

   お諮りします。議案第 76号「人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに

ついて」に対する議会の意見は「適任」としたいと思います。異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長 異議なしと認めます。議案第 76 号に対する議会の意見は「適任」とすること

に決定しました。 

                                        

 

議長 日程第８、議案第 77 号「設楽町省エネルギー及び再生可能エネルギー基本条

例について」を議題とします。本案について、提案理由の説明を求めます。 

副町長 議案の第 77 号でございます。設楽町省エネルギー及び再生可能エネルギー

基本条例について、設楽町省エネルギー及び再生可能エネルギー基本条例を地方

自治法第 96条第１項の規定により別紙のとおり提出いたします。 

   説明としまして、身近にある自然環境は、町の財産であるとともに人類が共有

する財産でもあり、これらの自然環境を活かしたエネルギーの効率的な利活用に

積極的に取り組むとともに、省エネルギーの町づくりを推進し、将来にわたって

持続可能な循環型社会システムを構築するため、新たに条例を制定するものでご

ざいます。 

   この件につきましては、さきの議員全員協議会で詳細の説明をさせていただき

ました。その際にですね、いろいろ御意見をいただきましたので、そのときから

若干の修正をさせていただきました。その件を含めまして担当課長から説明をい

たします。 

企画課長 11 月 25 日の全員協議会での説明と基本的に変わっておりませんけれども、

一部御指摘をいただいた表現で「再生可能エネルギーは町民のものだ」と強く訴

えるべきと御教示を受けましたので、条例本体の第１条の目的で、この一番最下

段になるわけですけども、全協の資料では、「地域固有の資源であるとの認識のも

と」とした表現を、議案の一番下のところにある真ん中から、「再生可能エネルギ

ーは地域固有の資源であり、地域が優先的に活用できる権利を有するという認識

のもと」という表現に変更をさせていただきました。 

   さらに、第３条、基本理念、全協のときには１、２、３、第４号までありまし

たけれども、そのときの第２号と第３号をくっつけまして、第２号の真ん中辺に

ある、「地域がその利活用の主体である」という表現を追加させていただきました。

以上、全員協議会で説明させていただきました基本条例から２ヵ所修正させてい

ただきました。以上です。 

議長 提案理由の説明が終わりました。議案第 77 号の質疑を行います。質疑はあり
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ませんか。 

10田中 ただいまの企画課長の説明は、大変理解はできるものであります。ただ、ち

ょっと質問しますが、ここがやっぱり今変えたんだというところがこの条例の肝

じゃないですか。 

企画課長 私もこの地域固有の資源であるっていうのが、地域というのは我々は町民

も含めた全部、地勢も町民も全部含めたものを地域として最初は言ったわけです

けれども、それがこの条例の根本的な概念であると思ってます。 

10 田中 だとしますと、私は例えば飯田市のように１条を起こして第３条くらいに、

３条か４条くらいに環境主権という条項を入れてほしかったと思うんですが、そ

の点はいかがお考えになるんでしょうか。 

企画課長 担当とも相談したんですけれども、まだこの緒についたばかりで、ちょっ

とレベルが高いなというふうに感じましたので、いつの日か環境主権をうたえる

ような自治体になってからそれは織り込みたいというふうに思います。少し目標

が高いと思いまして。以上です。 

議長 ほかにございませんか。 

２金田 今の田中議員の意見に賛成で、やっぱり条例が決まることによって住民は環

境主権ていう自分たちが主権者なんだという認識を得ていくと思うので、なって

からとかそういうんじゃなくて、早く入れるほうがいいんじゃないかなと思いま

すが、努力していただいたことは認めます。意見として。早く入れるように条例

改正、また提案していったりしたいと思います。 

議長 ほかにございませんか。 

（なし） 

議長 条例でありますので慎重審議を要する案件であります。本案は、総務建設委員

会に付託することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長 異議なしと認めます。議案第 77 号を総務建設委員会に付託します。 

                                        

 

議長 日程第９、議案第 78 号「設楽町の事務所の位置を定める条例の一部を改正す

る条例について」を議題とします。本案について、提案理由の説明を求めます。 

副町長 議案第 78 号でございます。設楽町の事務所の位置を定める条例の一部を改

正する条例でございます。設楽町の事務所の位置を定める条例の一部を改正する

条例を地方自治法第 96 条第１項の規定により別紙のとおり提出するものでござ

います。 

   説明にありますように、平成 26 年１月６日から新庁舎での業務の開始となり

ますので、事務所の位置を変更するものでございます。 

   次の改正案を見ていただきますと、今まで設楽町の役場の住所が設楽町田口字

居立２番地になっておりますけども、今度は新しい新庁舎の住所、設楽町田口字
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辻前 14番地に改めるものでございます。この条例は平成 26年１月６日から施行

するということで、新庁舎から業務を開始する日を施行日といたします。以上で

す。 

議長 提案理由の説明が終わりました。議案第 78 号の質疑を行います。質疑はあり

ませんか。 

10 田中 新しい事務所の位置が辻前 14 番地というふうにありますが、役場の敷地全

体が辻前 14番地なんでしょうか。 

副町長 いろんな地番が含まれておりますけども、主要な位置ということで辻前 14

番地ということで選定をさせていただいております。 

議長 ほかにございませんか。 

（なし） 

議長 これで質疑を終わります。討論を行います。討論ありませんか。 

（討論なし） 

議長 討論なしと認めます。議案第 78 号「設楽町の事務所の位置を定める条例の一

部を改正する条例について」を採決します。採決は起立によって行います。事務

所の位置の変更につきましては、地方自治法第４条の規定によって出席議員の３

分の２以上の者の同意を必要とします。出席議員は 12人であり、その３分の２は

８人であります。議案第 78号を原案のとおり決定することに賛成の方は起立をお

願いいたします。 

〔賛成者起立〕 

議長 ただいまの起立者は全員であります。したがって議案第 78 号は原案のとおり

可決されました。 

                                       

 

議長  日程第 10、議案第 79 号「設楽町児童館条例の一部を改正する条例について」

と日程第 11、議案第 80 号「設楽町図書館条例の一部を改正する条例について」

を一括議題といたします。本案について、一括して提案理由の説明を求めます。 

副町長 それでは議案第 79号と議案第 80号の説明をさせていただきます。これも議

案第 78号と同様に新しい庁舎に付随した児童館と図書館ができましたので、住所

等を変更するものでございます。 

   まず 79 号の児童館の条例のほうから説明をさせていただきます。１枚はねて

いただきますと、設楽町児童館条例の一部を改正する条例ということで改正の条

文が載っております。まず題名につきましては、設楽町子どもセンター条例、名

前を設楽町子どもセンターと直します。第１条中設楽町児童館とありますのを、

設楽町子どもセンターと直します。子どもセンター、条例上の規定でございます

ので同じ文字を重複するのを防ぐために、以下「センター」という。文言が加わ

っております。 

   第２条につきましては、設楽町児童館をセンターに改め、同条の表を次のよう
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に改めるということで、住所が庁舎と同じく辻前 14番地に修正するというもので

ございます。 

   それから第３条につきましては、設楽町田口児童館をセンターという名前に変

えると、それから館長につきましては名前が変わりますのでそれに伴いましてセ

ンター長に改めるものでございます。 

   それから、７条中第４条を第５条に改め、同条を８条とし、６条を７条とする

ということで、一番下の事業、第４条のところにありますけども、第４条を挿入

いたしますのでそれぞれ繰り下げるということでございます。 

   第５条の児童館をセンターに改めます。 

   それから第４条の児童館を同じくセンターに改めまして、第５条といたしまし

て、第３条の次に次の１条を加えるものでございます。 

   第４条につきましては、事業の明確化がございませんでしたので、センターは、

次に掲げる事業を行うということで１号から６号まで追加をいたします。１号と

しまして、児童の集団的又は個別的な遊びの指導に関すること。２号としまして、

子育てサークル、母親クラブ等の育成助長に関すること。第３号としまして、子

育てについての相談及び指導に関すること。４号としまして、子育てに関する情

報の提供に関すること。５号としまして、放課後児童健全育成事業、６としまし

て、その他児童健全育成及び子育て支援に関すること。という事業の明確化を図

る条例改正をいたすものでございます。 

   施行日につきましては、新しく事業を開始します１月６日から施行するという

ものでございます。 

   続きまして、町民図書館の条例の一部改正でございます。これについても今ま

で設楽町田口字後口４番地４、ここに図書館があったわけでございますけども、

新しい住所の田口字辻前 14番地に改めるものでございます。施行日につきまして

は、業務を開始する１月６日から施行するという内容でございます。以上です。 

議長 提案理由の説明が終わりました。議案第 79号と議案第 80号の質疑を一括して

行います。質疑はありませんか。 

７鈴木 児童館をセンターに変えるということですが、何か特別の理由があるという

ことですか。町内にはセンターというところがちょくちょくとありますので、ち

ょっと紛らわしくなるんじゃないかと思うんですけど、児童館としてではまずい

理由とか。 

副町長 名称につきましては、設楽町の子どもセンターという形でございます。セン

ターというのは条例の条文が重複するのを避けるためにセンターという形で条例

上はうたう。正式な名称は設楽町子どもセンターということでございます。 

議長 ほかにございませんか。 

５渡邉 改正前にはこのセンターの事業が載っていなくて、事業として第４条に６項

目載っているんですけれども、これは以前はどの部署でこういうことをやってた

わけですか。 
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副町長 これらのことについては今まで児童館で児童館の職員がやってたこと、全て

児童館でやってたことを、児童館については今まで設置の条例でございましたの

でこういう事業をやるということで事業自体を設置条例とあわせて載せたという

ことでございます。 

議長 ほかにございませんか。 

７鈴木 センターという名称にこだわるんですけども、なんか子どもをつけると重複

するということでセンターという書き方ですけども、その前の児童館ではまずい

ですか。 

総務課長 ごもっともな質問だと思います。なぜこのような名前にしたかということ

ですけど、従来児童館、当然児童福祉法に基づく施設でありまして、児童館で子

供の遊びの指導とかいうのをやってました。今回もそれは変わっておりません。

もう一点、放課後健全育成事業ですね、いわゆる放課後学童、学童保育ですね、

これも児童館のほうで行っていました。それで今回こちらのほうで庁舎の横に児

童館を移転して建てるということのときに、その中でちょっと欠けてた部分とい

うのがあったものです。要は、子育て支援という部分で、やはりまだまだ保育園

に上がっていない子供たち、子供もいますのでそういう未満児の母親への子育て

の支援ということでいろいろな相談だとかそういうことに対応できるように少し

幅を持たせたものですから、今までの機能より拡充したということに踏まえて総

論的な名前とさせていただいたわけです。機能的には何も軽減することなく逆に

子育て支援の相談を充実していくという意図を持って子どもセンターとさせてい

ただきました。 

２金田 今の議論を聞いていて、子どもセンターというのは正式名称として子どもセ

ンターでいいのですが、愛称みたいなもの、豊橋でいうと、ここにことかいうよ

うなものをまたこれとは別に募集されたら紛らわしくないというか、センター、

センターというと総合センターていうふうに間違えちゃうからと鈴木さんはおっ

しゃったように思いますので、正式名称はこのままでいいんじゃないかと思いま

すが。 

議長 ほかにございませんか。 

10 田中 さっきから住所にこだわっているんですがね、ここも両方とも田口辻前 14

番地とこうなってるんですが、同じ表記でいいというのはどういう法律に基づく

んでしょうか。その法律、できれば法律の条文を教えていただきたい。 

副町長 複合の施設になっておりますので、代表の地番ということで辻前 14 番地と

いう形で表記をさせていただいております。それが法律に一緒だとだめとかそう

いう法律はちょっと存じません。そういうのはないと思います。 

10田中 住居表示法とかありますよね。それで、何ていうか、ややこしい表示をして

はいけないとか、紛らわしいのはだめだとか、そういう条文はないですか。その

法律の条文どうなってるんですか。ないんですか。勝手につけれるんですか。そ

うすると不当表示になりませんか。以上です。 
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議長 それでは、番地を説明しやすく調べてまいりますのでちょっと休憩をしたいと

思います。異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長 それでは、暫時休憩といたします。 

 

                             休憩 午後３時 20分 

                                                        再開 午後３時 27分 

 

議長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

副町長 辻前 14 番地が旧田口小学校ですか、の校舎のほとんどを占めております。

おおよそ３分の１で今の建物、新しく建ったところのほとんどの部分を占めてお

りますので、子どもセンター、それから図書館、庁舎につきましても辻前 14番地

という形でさせていただきます。それから今合筆の作業をとっておりますので、

この敷地が全て 14になるような手続きを、合筆の手続きをとっております。以上

です。 

議長 ほかにございませんか。 

（なし） 

議長 これで質疑を終わります。 

３松下 特別の許可をいただきましたので３松下。 

３松下 関連でございます。今違うところで話が盛り上がってるんですが、図書館の

移動と、それから今一般に住民に送付されております図書の整理、一般に譲りま

すよというお話で今、回覧回ってると思うんですが、そういうことで今図書館、

津具にもあるわけですが、設楽町にも今スイスイパークにあるわけですが、これ

はこちらの図書館持ってくると、それに当たって図書の整理をしようということ

でお話は伺っておるんですが、その中で今スイスイパークの利用について、あの

図書室というのは大変今の図書の子供の利用の方法についていろいろ結構あって、

あれを全て図書室に動かすという話はどのように考えておられますかね。という

のは、結構あそこで子供の児童がスイスイパーク来たときに待機している間にそ

こで図書を利用している事例が大分あると僕は思っておるんで、その辺について

は配慮があるのかないのかというお話をちょっとお聞きしたいんですが。 

教育課長 もともと多目的ホールということで、いろんな教室だとかというところで

は有効に使われておるスペースということで、図書館が新庁舎に移った後につい

ても、そこで皆さんの有効利用できるような方向でまた利用いただければと思っ

ておりますので、管理のほうにつきましては管理協会のほうがやっておりますの

で、そこで図書なり前の図書館という、名倉で考えると図書館の一角をそこにま

た置くようなことも考えられるし、スポーツ的な教室もそこでやれるようになり

ますので、そこら辺は町民の要望というかそういうものに準じた形で有効にスペ

ースを使っていただければと思っております。以上です。 
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議長 ほかにございませんか。 

（なし） 

議長 これで質疑を終わります。討論、採決は１件ごとに行います。議案第 79 号の

討論を行います。討論はありませんか。 

（討論なし） 

議長 討論なしと認めます。議案第 79 号を採決します。採決は、起立によって行い

ます。本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議長 起立全員です。議案第 79号は、原案のとおり可決されました。 

                                       

 

議長 議案第 80号の討論を行います。討論はありませんか。 

（討論なし） 

議長 討論なしと認めます。議案第 80 号を採決します。採決は、起立によって行い

ます。本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

議長 起立全員です。議案第 80号は、原案のとおり可決されました。 

                                       

 

議長  日程第 12、議案第 81 号「設楽町国民健康保険条例等の一部を改正する条例に

ついて」を議題とします。本案について、提案理由の説明を求めます。 

副町長 議案第 81 号「設楽町国民健康保険条例等の一部を改正する条例について」、

設楽町国民健康保険条例等の一部を改正する条例を地方自治法第 96 条第１項の

規定により別紙のとおり提出する。平成 25年 12月５日提出、設楽町長横山光明。 

   説明といたしまして、平成 25年３月 30日付で地方税法の一部を改正する法律

が公布され、延滞金等の割合が改正されたことに伴い、関係保険料の延滞金の割

合を改正するものでございます。詳細につきまして、担当課長から説明をいたし

ます。 

町民課長 新旧対照表をごらんいただきたいと思います。改正前のほうでただし書き

部分がなくなり、新しく附則が加わることになります。これによりどうなったか

と申しますと、改正前の納期限を超える１ヶ月以内の延滞金利息が 4.3％であっ

たものが 3.0％に下がります。納期限の１ヶ月を超える期間の延滞金の利率が

14.6％から 9.3％に改正されるものであります。それがそれぞれ国民健康保険と

介護保険、後期高齢者の保険というものに全てに当てはまるものであります。平

成 26年１月１日から施行する内容であります。以上です。 

議長 提案理由の説明が終わりました。議案第 81 号の質疑を行います。質疑はあり

ませんか。 

10 田中 この条例のもとになった地方税法の一部を改正する法律は、今年の３月 30
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日に改正され公布されたですね。それで、12 月の今になってなんで出てきたのか、

その理由を伺いたい。 

   それから２点目に、延滞金の割合が軽減されるというふうに理解しましたが、

これは何の目的で軽減されるのか。以上です。 

町民課長 まず、今になってでございますけども、基本的に 26 年１月１日でござい

ますので、もう少し早くということがございましたけども、期限内に条例改正を

お願いするということで特に今になった理由というのは特にはございません。 

   それから利率が下がったというものでございますが、特例基準の割合というも

のが変更になったものであります。この特例基準の割合というのが、銀行の新規

に短期貸出約定平均金利をベースにするものが１％から２％になるというものを

受けての変更でございます。 

10田中 説明の意味がようわかりませんが、これいつでもよかったということなんで

すか。要するに該当者なしというふうなことでいつでもよかったのか、という点

が１点ですね。 

   それからもう一個、なんでその銀行が、ようわからんけど、何のためにこの税

法が改正、この部分は改正されたのかそれを教えてほしいです。このころ復興支

援とかいろいろありましたけれどね、復興支援策ではないような気がするし、企

業減税なのかなという気もするんですが、どういうことなんでしょうか。 

町民課長 施行期日が１月１日であるということで 12 月議会ということになったと

いうことで御理解をお願いしたいと思います。 

   それからこの変わった理由でございますが、平成 25 年度の税制改正で納税者

にとって影響の大きい改正でございました。それは長引く超低金利のもとで高す

ぎるという批判が高かった滞納関係の利率を今回下げるというのが理由でござい

まして、平成 25年度の税制改正の中で利息を下げるというものが理由でございま

す。 

10田中 そうすると、企業のお助けの税制改正ですよね。これトヨタが入ってるんで

しょ。 

町民課長 延滞利率でございますので、企業、住民全てに関わりますが、どこを目指

しての金利低下というのはございません。広く一般的であります。 

議長 これで質疑を終わります。本案は、文教厚生委員会に付託することに御異議

ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長 異議なしと認めます。議案第 81 号を文教厚生委員会に付託いたします。 

                                       

 

議長 日程第 13、議案第 82 号「平成 25 年度設楽町一般会計補正予算（第３号）」か

ら日程第 20、議案第 89号「平成 25年度設楽町情報ネットワーク特別会計補正予

算（第２号）」を一括議題といたします。本案について、一括して議案の説明を求
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めます。 

副町長 それでは一括上程されましたので、まず議案第 82 号から説明をさせていた

だきます。平成 25年度設楽町一般会計補正予算（第３号）でございます。今回の

補正につきましては、歳入歳出予算総額にそれぞれ 5,758 万円を追加しまして、

歳入歳出予算総額を 64億 5,337万 2千円とするものでございます。繰り越しを行

う事業がございますので、翌年度に繰り越して使用することができる経費につき

ましては、第２表の繰越明許費によるものといたします。 

   それではまず、歳出から説明をいたします。歳出予算に関する説明書をごらん

ください。最初にまず各款にわたりまして人件費の補正がございます。人事異動

に伴うものと時間外勤務の増加に伴う補正でございますので以後の説明は省略さ

せていただきます。 

   それでは７ページをお開きください。第２款第１項第１目一般管理費 18 節の

備品購入費でございます。総合支所の電話のシステムにつきましては、支所のみ

ならず支所の周りの施設でありますつぐ診療所、つぐ保健センター、津具保育園、

つぐグリーンプラザを一体的につないでおります。現在、電話機が保留時に雑音

が入ったり切れてしまうなどの不具合がたびたび出ておりますので、電話機等シ

ステム機器の取り替えを行う経費を補正いたします。 

   第２目財産管理費 11 節需用費の庁用車修繕費におきましては、庁用車の修繕

費がかさんできたため 100万円の増額をいたします。 

   第５目企画開発費では、12 節役務費、18 節備品購入費において来年４月１日

から実施いたします過疎地有償運送に使用する車両を購入することにいたしまし

て、実施主体の津具商工会に無償貸与する経費を計上しております。15節工事請

負費におきましては、電気自動車の急速充電器の設置を国の補助３分の２を受け

ましてアグリステーション名倉と津具高原グリーンパークに設置する経費を新規

で計上いたしております。この事業につきましては繰越明許の手続きをとります。

19節負担金、補助及び交付金では、まきストーブ等購入補助金が不足してきまし

たので４基分の増額補正をいたします。また来年４月から消費税が５％から８％

に引き上げられることから商店での購買が一時的に減少することが想定されます。

このため商店街活性化のため、設楽町津具商工会が実施する額面１万円のプレミ

アム商品券を 9,000円で販売するため、差額分 1,000円につきまして町が負担す

ることといたします。2,500 セット分でございます。年度内に交付決定をしまし

て４月１日から販売を開始するため、今回補正をいたします。これにつきまして

も繰越明許の手続きをとることにいたします。25節積立金は、ふるさと創生基金

利子が確定しましたので補正をいたします。28節繰出金では、バス特会への繰出

金を補正をいたします。 

   ９目の情報通信基盤整備費では、28節繰出金で情報ネットワーク特別会計での

増額に伴いまして繰出金を増額補正をいたします。 

   第３款第１項１目社会福祉総務費 28 節の繰出金では、国民健康保険特別会計
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及び介護保険特別会計での人件費の補正に伴いまして、繰出金の増額補正をいた

します。 

   ２目老人福祉費第 28 節繰出金では、後期高齢者医療特会で過年度療養給付費

負担金償還金の増額がありましたので、一般会計繰出金が減額となります。 

   第２項第１目児童福祉総務費 13節委託料では、平成 27年度から新保育園シス

テムを稼働させるため平成 26年度 10月ごろまでにこのシステムの導入が必要で

ございますので、国から早期の対応を求められており、本年度契約をするための

補正をいたします。この事業につきましても繰越明許の措置をとります。 

   ３目児童館運営費７節賃金では、学童保育の利用が伸びまして、指導員の賃金

が不足してきたため増額補正をいたします。 

   第４款１項１目保健衛生総務費 11 節需用費におきましては、設楽保健センタ

ーの浄化槽の放流ポンプの取り替えが必要となったため、修繕費を増額をいたし

ます。 

   ４目の環境衛生費 19 節で、住宅用太陽光発電システム設置費補助金につきま

して、ダムの移転者の方を含めまして 10 件分 200 万円を増額をいたします。28

節繰出金におきまして、簡水特会で電気料の補正、農集排特会で電気料と消費税

の納入額の確定によりまして、それぞれ繰出金を増額いたします。 

   10 ページ、第２項１目清掃総務費 19 節では、ダム移転者の方々の移転先での

住宅建設に伴う設置件数の増と津具地区特例補助期限執行増額を合わせまして

12基分の合併浄化槽設置費補助金の増額をいたします。 

   第５款第２項３目林道事業費 14 節では、林道の崩土除去の重機借上料に不足

を生じてきましたので、100万円の増額をいたします。 

   第６款第１項２目観光費 19 節におきましては、2015 年４月に全国さくらシン

ポジウムイン奥三河が新城市を核としましてこの地域で開催されます。このシン

ポジウムの実行委員会に交付金として 11万 8,000円を新規計上いたしました。 

   ４目観光施設管理費では、13節で花の山公園の草刈作業委託費等を増額いたし

ます。 

   第７款第２項２目道路維持費 15 節工事請負費では、橋りょう修繕工事や通学

路緊急修繕工事において緊急に修繕等が必要なものが発生したこともありまして、

契約変更をしたいと思いますので増額補正をいたします。 

   第７款第４項１目住宅費では、財源の更正をいたします。 

   13ページ、第９款第２項１目小学校管理費 15節では、26年度から津具小学校

で特別支援教室の設置を予定しておりますけども、空き教室がないために図書室

を改修いたしまして教室の新設を行う経費を計上いたしております。 

   第４項３目文化文化財費 19 節では、田峰観音地狂言舞台の屋根の腐食が激し

く県の補助を受けまして２ヶ年で屋根修繕を行いますが、県補助を除いた２分の

１を町も助成をいたします。25年度分の修繕につきまして今回補正をいたします。 

   第５項３目学校給食調理場費 15 節工事請負費では、今年の６月ころからコバ
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エが大量発生いたしまして網戸をくぐり抜けて調理場を進入し、調理業務に大き

な支障をきたしてきております。対策として、窓を閉め切った状態で調理を行い

ましたが、室内が高温となり職員の健康管理にも支障をきたしておりますので、

春休みにエアコン設置の工事を実施する経費を計上いたします。 

   第 10款第１項農林施設災害復旧費では、台風 18号の大雨によって農地、農業

用施設、林道に被害が発生したため、土砂除去のための重機借上料や復旧工事を

施工するための工事費を計上いたしております。 

   第２項１目道路河川災害復旧費につきましても、台風 18 号の大雨によって町

道に被害が出ましたので、町道５路線の災害復旧工事費 1,021 万円を計上いたし

ております。 

   第 12款第２項１目積立金 25節では、財政調整基金利子積立金について額が確

定しましたので 114 万 9,000円の増額をし、財政調整基金の一般積立につきまし

ては歳入歳出差引不足額について積立額を減額をいたしました。 

   次に歳入について説明をいたします。３ページにお戻りいただきたいと思いま

す。12款第１項２目災害復旧事業費分担金につきましては、農地災害及び農業用

施設災害復旧事業の 10％相当額を受益者から受け入れます。 

   第 14 款第１項３目災害復旧費国庫負担金につきましては、町道災害復旧事業

分の国庫負担金 604万 6,000円を受け入れます。 

   第２項１目総務費国庫補助金１節では、電気自動車急速充電器の整備に関する

補助金を、第２節では地域の元気臨時交付金の確定額を計上をいたします。 

   ４ページ、３目１節の清掃総務費補助金につきましては、合併処理浄化槽の補

助金を、それから４目２節の道路改築費補助金につきましては、通学路緊急修繕

工事の補助金を計上いたしております。 

   ６目の災害復旧費国庫補助金につきましては、農業用施設災害復旧費として 65

万円、林道災害復旧分としまして 250万円を計上しております。 

   第 15 款県支出金第１項２目２節老人福祉費負担金では、後期高齢者医療基盤

安定制度負担金につきまして額の確定がいたしましたので、155 万円の減額をい

たします。 

   ５ページの第２項県補助金につきましては、新保育料システム更新に対する愛

知子育て支援対策基金事業で 607万 4,000円。事業量の増加に伴いまして住宅用

太陽光発電施設導入促進事業で 16 万円。合併処理浄化槽設置費補助金で 79 万

4,000円を補正をいたします。 

   第 16 款第１項２目１節では、財政調整基金、ふるさと創生基金利子の確定に

よりまして 145万円を増額をいたします。 

   ６ページ、第 20 款諸収入第４項３目３節では、自動車メーカー４社が電気自

動車普及のため充電器１基当たり 170 万円の助成をしてもらえるということでご

ざいますので、２基分 340万円を新規計上いたしました。 

   以上、一般会計の補正の概要の説明を終わります。 
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   続きまして、国保特会のほうの説明をいたします。議案第 83号、平成 25年度

設楽町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）につきましては、既定の歳入歳

出予算総額にそれぞれ 22 万 3,000 円を追加しまして、歳入歳出予算総額を６億

6,457万 7,000円とするものでございます。 

   国保担当職員に子供が誕生したことで扶養手当、期末手当、児童手当、共済組

合負担金を増額するとともに、残業の増加によりまして超過勤務手当が不足する

ことが予想されるため超過勤務手当も増額補正をいたします。人件費に関する補

正ですので歳入で全額一般会計から繰り入れをいたします。 

   次に介護保険特別会計の説明をいたします。議案第 84 号でございます。平成

25年度設楽町介護保険特別会計補正予算（第２号）につきましては、既定の歳入

歳出予算総額にそれぞれ 15 万円を追加し、歳入歳出予算総額を７億 6,182 万

8,000円とするものでございます。 

   歳出において職員の残業が増加し超過勤務手当が不足することが想定される

ため、超過勤務手当を増額補正をいたします。人件費に関する補正でございます

ので、歳入で全額一般会計から繰入をいたします。 

   次に議案第 85号、平成 25年度設楽町後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第

１号）でございます。これにつきましては、既定の歳入歳出予算総額にそれぞれ

659 万 2,000 円を追加しまして、歳入歳出予算総額を２億 741 万 1,000 円とする

ものでございます。 

   歳出から説明をいたします。第２款第１項１目後期高齢者医療広域連合納付金

19節において、保険基盤安定制度負担金の額が確定したため 206万 6,000円を減

額いたしまして、保険料負担金においては現調停額と今後の年齢到達者分の保険

料を想定いたしますと 862万 2,000円ほど、前年度繰越の保険料３万 6,000円を

合わせた 865万 8,000 円の不足が予想されるため差引 659万 2,000 円の増額補正

をいたします。 

   歳入につきましては、第１款第１項第１目後期高齢者医療保険で現年分におい

て 862万 2,000円を増額をいたします。第３款第１項１目一般会計繰入金で歳出

に対応し保険基盤安定分の 206 万 6,000 円、療養給付費負担金で 1,161 万 9,000

円を減額をいたします。第４款第１項１目で繰越金では、前年度の繰越金の額が

確定したため３万 6,000円の増額をいたします。 

   次に議案第 86号、平成 25年度設楽町簡易水道等特別会計補正予算（第３号）

でございます。これにつきましては、既定の歳入歳出予算総額にそれぞれ 165 万

円を追加しまして、歳入歳出予算総額を６億 410万 9,000円とするものでござい

ます。 

   歳出から説明をいたします。第２款第１項施設管理費におきまして、松戸飲料

水供給施設を除く全ての簡易水道施設において電気料の増額によりまして不足が

生じてまいりましたので、需用費、光熱水費を全簡水を合わせまして 165 万円増

額補正をいたします。原因としましては、電気をつくるために必要な燃料、原油
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とかＬＮＧ、石炭などでございますけども、これらの市場価格の高騰、あるいは

為替が変動しましてそれによって大きく価格が動くということがございますので、

３ヶ月の燃料価格が２ヶ月後に反映される燃料費調整制度というものがございま

す。昨年末から円安の傾向や原油、それに連動する料金設定がなされているＬＮ

Ｇの高騰によりまして燃料費調整制度による電気料が上がってきたことが主な原

因でございます。増額分を一般会計から繰り入れによって賄うことといたします。 

   次に農業集落排水事業特別会計の補正予算でございます。議案第 87 号、平成

25年度設楽町農業集落排水特別会計補正予算（第２号）につきましては、既定の

歳入歳出予算総額にそれぞれ 77 万円を追加しまして、歳入歳出予算総額を１億

4,525万 1,000円とするものでございます。 

   これにつきましても歳出から説明をいたします。第１款第１項１目総務管理費

11節におきまして簡水特会で説明しましたけども、燃料調整制度による電気料金

の増加と大雨による不明水が出たことも電気料金の不足の要因の一つでございま

して、３月までに支払いの不足が生じますので 70 万円の増額補正をいたします。

また消費税の納付額が確定したため、７万円の増額もいたします。歳出の増額分

77万円を一般会計から繰り入れます。 

   次に議案第 88号、平成 25年度設楽町町営バス特別会計補正予算（第１号）に

つきましては、既定の歳入歳出予算総額にそれぞれ 50万円を追加しまして、歳入

歳出予算総額を 3,636万 4,000円とするものでございます。 

   歳出から説明をいたします。第１款第１項２目町営バス路線運行費 11 節で、

バスの修繕費用がかさみまして予算の不足が予想されますので、修繕費を 50万円

増額をいたします。歳入で全額一般会計から繰り入れることといたします。 

   次に議案第 89号、平成 25年度設楽町情報ネットワーク特別会計補正予算（第

２号）につきましては、既定の歳入歳出予算総額にそれぞれ 992 万 9,000円を追

加しまして、歳入歳出予算総額を２億6,671万6,000円とするものでございます。 

   歳出から説明をいたします。第１款第１項１目総務管理費におきましては、時

間外勤務手当を 30万円増額をいたします。２目ネットワーク維持管理費では、豊

根村の富山地区で、それから東栄町の下粟代地区で台風によりまして電柱がなぎ

倒され、現在両方とも仮設をしてございますけども、本復旧が必要となっており

ますので修繕費を 560万 7,000円増額をいたします。13節委託料では、道路改良

に伴いましてケーブル等移設が必要となる工事箇所がありまして、過去の実績等

を踏まえまして現在の申請受理分と予定分を積み上げると 402万 2,000円程度の

不足が見込まれるため委託料の増額をいたします。 

   歳入におきまして、設楽町の経費の負担分を一般会計繰入金で 503万 1,000円。

東栄町と豊根村の負担分を第６款１項１目雑入で、運営事務受託金としまして

462万円を受けるものでございます。以上、概略の説明を終わります。 

議長 提案理由の説明が終わりました。議案第 82号から議案第 89号の質疑を一括し

て行います。質疑はありませんか。 
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10田中 エレクトリックビークル充電器設置工事についてお尋ねをしますがね、まず

この２基をやるということなんですが、電気自動車やハイブリッド車、電気の、

この町内の台数と町外の方も利用するということのようなんで、利用見込みを教

えていただきたいと。国交省や自動車産業界がこれを推奨するというんで、やみ

くもにこうだっと設置しようというような動きなども懸念されるんで、もう一点

質問しますが、この 2,200万２基分とありますが、これ 200万円の私間違いでは

ないかなと思いました。いろいろインターネットのサイトで調べてみますと、大

体この急速充電器でも 100万から 200万円くらいの範囲で価格が出ておるんです

ね。工事費がかかるのかなと思って調べてみますと、10 万とか 20 万ぐらいなん

ですよ。それが今回 1,000 万かかるというのはどうにも解せないんで、どういう

ことなのかと。どんなに立派なものをつくるのかと。例えば団地や何かに置くの

は 100万以下ですし、官公庁やオフィスビルに設置してあるやつもこれも 200万

出せばいいのがあるというふうに閲覧をできましたけど、どういうことなんでし

ょうか。2,000万というのはどうにも破格ですが。 

企画課長 ＥＶ車の数だとか利用の見込みというのはまだ立てておりません。急速充

電器ですのでターゲットは来訪者を見込んでおりまして、町内の方は自分とこの

やつを使えばことを足りるということで、それと本体価格へいくと資料は持って

ませんがたしか 270 万円くらいです。１台。うちの今予定しておるのは、本体は

１台だけれど蛇口が２つあるというやつで、一方の充電が終わるとすぐ次の充電

が始まるというようなやつを想定して、寒冷地仕様とか屋根をつけたりだとかっ

ていうのをマックスで今のところ見ております。この前過日も新聞に、渥美とか

田原かなんかで２基で 400 万とか数字が出て、あれ全部普通充電器の話です。高

速充電器ではない。ですので、最初私らも業者を呼んで聞いたときには五、六百

万だろうという話だったんですが、現場を確認してもらって見積もりを出してい

ただいたらマックス 1,100 万ということで見積もりが出ておりますので、それで

予算を要求させていただきました。 

10田中 ぼったくられとる。いかにもそう思いますよね。せいぜい 500万くらいの予

算にしたらどうですか。2,000万も組むことないですよ。大丈夫ですか。 

企画課長 まだ細かくは決めてないんですけども、コンペ方式で大手４社の補助金で

とってうちが要求するのとかで、性能と価格で勝負してもらおうと思ってますの

で、結果はそうなるのかもしれませんけど、ちょっと私どもこれを設計する能力

全然ありませんので、価格競争は十分やってもらうつもりでできるだけいいもの。

この少なくとも国庫補助がついてなおかつその他の自動車メーカーの応援がつく

というのは今この時期を逃すとないということで、庁舎もつけたんですが庁舎は

やっぱり本体価格の半額しか補助金がもらえなかったということで、これは工事

費の３分の２がもらえるということでずいぶん有利な条件がついておりますので、

結果とすると 1,000 万も変わらないのかもしれませんけど、屋根をつけたりだと

かっていう、いいマックスの寒冷地仕様でいくとそういうふうに予算を要求させ



 70 

ていただいております。以上です。 

10田中 そんないい加減なことではあかんです。１回豊橋や豊田の市役所行って、行

かなくてもいいけども問い合わせてみてくださいよ。こんなお金かからないはず

です。それ意見だけ言っておきます。 

議長 ほかにございませんか。 

５渡邉 一般会計のところの歳入で３ページの国庫支出金、地域の元気臨時交付金

2,058 万 9,000 円、ちょっと説明を聞き漏らしたかもしれませんけど、もう一回

説明お願いします。 

総務課長 今年計画してます津具の農家住宅の財源として、地域の元気臨時交付金の

額が確定しましたので今回計上したものであります。 

４夏目 私もちょっと確認だけで結構です。補正予算の６ページ、歳入のとこですけ

ども、雑入で充電器設備新設支援金が 340 万円載ってます。先ほどからの説明を

聞いてると、これ自動車会社からの支援金という理解でよろしいでしょうか。そ

れで、要するに国庫補助金 1,466万 6,000円と自動車会社の支援金 340万をやる

と約 1,800 万円、2,200 万をそれを引きますと 400 万円の町負担分という解釈で

よろしいかどうかを確認します。 

総務課長 そのとおりで、自動車会社４社で１基 170万を上限としますので 340万で、

自主財源としては議員おっしゃるとおり 400万であります。 

議長 ほかにございませんか。 

（なし） 

議長 これで質疑を終わります。議案第 82号「平成 25年度設楽町一般会計補正予算

（第３号）」は、所管に分けて総務建設委員会と文教厚生委員会に付託すること

に御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

長 異議なしと認めます。議案第 82 号を所管に分けて総務建設委員会と文教厚生委

員会に付託します。 

                                       

 

議長 議案第 83 号「平成 25 年度設楽町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）」

は、文教厚生委員会に付託することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長 異議なしと認めます。議案第 83 号を文教厚生委員会に付託します。 

                                       

 

議長 議案第 84 号「平成 25 年度設楽町介護保険特別会計補正予算（第２号）」は、

文教厚生委員会に付託することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長 異議なしと認めます。議案第 84 号を文教厚生委員会に付託します。 
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議長 議案第 85号「平成 25年度設楽町後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１

号）」は、文教厚生委員会に付託することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長 異議なしと認めます。議案第 85 号を文教厚生委員会に付託します。 

                                       

 

議長 議案第 86号「平成 25年度設楽町簡易水道等特別会計補正予算（第３号）」は、

文教厚生委員会に付託することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長 異議なしと認めます。議案第 86 号を文教厚生委員会に付託します。 

                                       

 

議長 議案第 87 号「平成 25 年度設楽町農業集落排水特別会計補正予算（第２号）」

は、文教厚生委員会に付託することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長 異議なしと認めます。議案第 87 号を文教厚生委員会に付託します。 

                                       

 

議長 議案第 88 号「平成 25 年度設楽町町営バス特別会計補正予算（第１号）」は、

文教厚生委員会に付託することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長 異議なしと認めます。議案第 88 号を文教厚生委員会に付託します。 

                                       

 

議長 議案第 89号「平成 25年度設楽町情報ネットワーク特別会計補正予算（第２号）」

は、総務建設委員会に付託することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長 異議なしと認めます。議案第 89 号を総務建設委員会に付託します。 

                                        

 

議長 以上で、本日の日程は、全て終了いたしました。本日は、これで散会といたし

ます。 

散会 午後４時 14分 

 

 

 


